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、
　
講
鶉
学

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
の
十
日
町
市
奨
学
生
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
六
年
度
に
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学

中
の
人
で
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
。

　
ω
、
本
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る

世
帯
の
子
弟
　
ω
学
業
成
績
が
優
秀

と
認
め
ら
れ
る
人
、
㈹
経
済
的
な
理

由
で
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人
、

＠
心
身
共
に
健
全
な
人

奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
、
高

専
（
五
千
円
）
、
短
大
、
大
学
（
一

万
千
円
）

貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
か

ら
、
そ
の
人
の
在
学
す
る
学
校
の
最

短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
。

採
用
予
定
者
数
　
高
校
、
高
専
（
十

二
名
）
、
短
大
、
大
学
（
八
名
）

出
願
書
類
　
奨
学
金
貸
与
願
書
、
在

学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明
書

生
募
畷
藻
霧

鱗
駐
、
講
駁
譲
麟

所
得
証
明
書

書
類
の
提
出
先
　
二
月
二
十
日
囲
ま

で
に
市
教
育
委
員
会
（
3
七
－
一
三

一
一
番
内
線
二
七
二
）
へ
。

そ
の
他
　
三
月
上
旬
に
奨
学
生
を
決

定
し
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

慧灘欝

懸
鞭

　
▼
一
月
二
十
七
日
図
　
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
、
山
本
一
丁
目
の
一
部

川
治
下
町
第
一
・
第
二
、
川
治
下
町

第
三
の
一
部
、
妻
有
町
東
一
丁
目
の

一
部
、
妻
有
町
東
二
丁
目
の
一
部
、

▼
一
月
二
十
八
日
困
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
田
中
町
西
の
一
部

▼
一
月
三
十
日
囲
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
田
中
町
本
通
り
の
一

部
、
上
川
町
の
一
部
、
本
町
六
丁
目

一
の
一
部
、
本
町
六
丁
目
二
の
一
部

本
町
六
丁
目
三
、
本
町
七
丁
目
一
の

一
部
、
▼
二
月
三
日
図
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
、
山
本
一
丁
目
の

一
部
、
山
本
二
丁
目
、
山
本
三
丁
目

の
一
部
、
山
本
四
丁
目
の
一
部
、
河

内
町
の
一
部
、
千
歳
町
一
丁
目
の
一

部
、
▼
二
月
五
日
困
午
前
十
時
～
午

後
二
時
ま
で
、
原
、
岩
野
、
山
際
、

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
大
井
田
民
｝
襲
云
　
二
万
円
　
▼

太
田
寿
一
（
稲
荷
町
西
）
三
万
円
…

香
典
返
し
　
▼
春
川
（
新
座
）
五
千

円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円

▼
庭
野
弘
（
高
田
町
一
）
十
万
円
…

香
典
返
し
　
▼
励
ま
す
会
代
表
小
林

力
三
　
一
万
八
百
二
十
円
　
▼
太
田

幸
雄
（
北
鐙
坂
三
）
二
万
円
　
▼
佐
藤

実
（
昭
和
町
一
）
四
千
六
百
二
十
六

円
　
▼
桜
井
益
二
（
宇
田
ケ
沢
）
二

万
円
…
香
典
返
し
　
▼
阿
部
（
大
黒

沢
一
）
千
円
　
▼
十
日
町
実
業
高
校

第
五
回
卒
業
生
い
つ
み
会
　
七
千
五

百
四
十
円

菱欝塗⑩鋤
～豚肉の野菜巻き～

作り方
（1）長葱は15cm位の長さにき

　り、豚肉を斜めにおき、

　長葱をらせん状に巻き糸

　でしばる。

（2）フライパンに油大さじ1

　～1．5を熱し、強火でころ

　がし乍ら肉に焼色をつけ

　る（やきすぎぬ事）

（3）油をすて、肉をとり出す．

　たれの材料を同じフライ

　パンで煮たて、ちょ一）と

■材料と分量（4人分）

分量
2509
（中2本1）2509

大さじ3
大さじ3

大さじ1

大さじ1

大さじ1～1．5

少々
適宜

材料
　
　
糖
ゆ

　
　
　
う
　
ん
　
子

切
　
　
　
よ
　
り
　
辛
糸

す
葱
砂
し
酒
み
油
糖
綿

う
　
〔
め
味
木

豚
長
た
　
れ
妙
七
白

　　　　　　　　　　　　　煮つまったら肉をもどし

中火でゆすり乍ら、ほとんど汁気がなくなる迄煮つめ、

七味糖辛子を振りあおいで艶を出す。

冬②星座
　　　　　　　呼＋嵩マン珂

、
、
の
瑳
座
　
　
　
　
ア
フ
向
か

，
．
痛
隔
し
葎
，

ぞ
う
い
え

ぞ
う
虜
．
あ
点

オ
，
才
γ
じ
σ

｝
礎
向
う

　　　　蕪
謹難

広報協力員

　
　
　
　
　
葱
青

　
　
　
と
　
　
　
き

　
O
大
変
な
豪
雪
で
す
。

㎝
、
一
番
多
い
東
枯
木
又
で
は
三
百

三
十
㎝
に
達
し
、
昭
和
二
十
年
の

し
、
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
三
件
、

工
場
倒
壊
二
件
、
床
下
・
床
上
浸
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
で
は
、

　
　
　
市
長
を
本
部
長
と
す
る
雪
害

　
　
　
　
　
　
　
　
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
が
、
各
地
で
市
民
生
活
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に

　
　
　
　
　
除
雪
の
さ
ま
た
げ
に

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
厳
し
い
冬
は

　
　
　
　
　
お
互
い
の
立
場
を
考
え

豪
雪
に
つ
ぐ
積
雪
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
各
地
で
事
故
が
続
発

O　　　　　一コツー
大あ（1）豚肉は出来るだけうすい物を選び、重ねて巻く様にす
変
なと　　るとやわらかでおいしい。

蘂が（2）葱の太い物はニツ割り1こして使う（外皮がこわいので〉

ヨ
でき　　青い部分も使える・
玄＊（3）たれをからませる時は中火の事、大き目のフライパンを

一箭　　使い・ゆすり乍ら又適当に水分を蒸発させ乍らたれをか
月　　　らませる。弱火だと肉がやせパサパサになる。
七
日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（駅通り　酒井環〉

蘭
現
在
で
山
の
試
験
地
で
二
百
四
＋
二

　イラスト

鈴　木

　ヘ　　　　　　　　　　　　

ー　写真　　　写真
庭野泰明樋口信二

十
件
が
起
っ
て
い
ま
す
。

五
日
、

対
策
本
部
を
設
置
し
、

大
き
な
支
障
が
で
て
い
ま
す
。

除
雪
し
た
直
後
の
道
路
へ
の
屋
根
の

雪
お
ろ
し
や
、

な
る
違
法
駐
車
に
は
ホ
ト
ホ
ト
手
を

焼
い
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

た
野
い
市
民
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／世帯数…12，067／推計人ロ…49，538人（男24，191人・25，347人）※基本台帳人ロ50，092人（12月1日現在）

紹和56年2月10日発行
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議

嚢義鵜
鋤醐墜

鑑織
麟輪医

騰

・灘

㌃ヂ

韓鋤

、
、

　1月の積雪深では最高372cm（1月22日十日
町試験場）、東枯木又地区では600cmをも越えた

　　今冬の異常豪雪は、市民生活に大きな被
害をもたらしました。
　この“白魔とのたたかい“もまた、かつて
ない棲惨なもグ）でしたが、今月は、56豪雪を
“雪害““闘雪“憶克雪“の3つテーマの中でス

ナップ写真をご紹介します．

』白魔紛夷たガ㌧＼
＼
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勇

蒙
雪
繋
磯
雪
叢
講
難

　
市
民
の
皆
様
、
連
日
の
雪
と
の
闘

い
で
お
疲
れ
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

本
当
に
御
苦
労
様
で
す
．

　
現
在
、
当
市
が
蒙
っ
て
い
る
豪
雪

は
観
測
史
上
例
を
見
な
い
異
常
さ
で

あ
り
、
各
位
の
肉
体
的
・
経
済
的
負

担
は
実
に
堪
え
難
い
も
の
で
あ
ろ
う

と
お
察
し
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も

尚
、
一
致
協
力
し
懸
命
の
努
力
で
雪

に
立
ち
向
っ
て
い
る
姿
に
ふ
れ
て
、

感
激
い
た
す
と
と
も
に
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
市
当
局
で
も
一
月
十
二
日
に
豪
雪

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
関
係
方

面
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
対
策
に
万

全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
異
例
の
状
況
下
で
、
今

年
第
三
十
二
回
目
を
数
え
る
十
日
町

雪
ま
つ
り
が
、
予
定
通
り
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
こ
ん
な
事

態
の
中
で
の
ま
つ
り
騒
ぎ
は
非
常
識

と
い
う
極
め
て
見
識
あ
る
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の

賛
否
両
論
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き

十
日
町
市
長

　
諸
　
里
　
正
　
典

く
取
り
あ
げ
ら
れ
、
豪
雪
の
苦
悩
の

象
徴
と
し
て
各
方
面
に
強
い
印
象
を

あ
た
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
と
し
て
、
ま
た
雪
ま

つ
り
の
実
行
委
員
長
と
し
て
、
雪
ま

つ
り
を
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何
を

克
服
す
べ
き
か
を
検
討
し
つ
ぎ
の
五

つ
を
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
一
は
、
国
道
の
二
車
線
確
保
を

始
め
幹
線
道
路
の
交
通
を
確
保
す
る

こ
と
。
第
二
は
、
飯
山
線
を
全
面
開

通
さ
せ
る
こ
と
。
第
三
は
雪
崩
な
ど

の
危
険
を
排
除
し
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
。
第
四
は
孤
立
集
落
の

解
消
を
平
年
以
上
に
す
る
こ
と
。
そ

し
て
第
五
は
、
市
街
地
の
排
雪
を
緊

急
に
行
い
雪
降
し
の
場
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
人
心
の
不
安
を
除
去
す

る
こ
と
、
で
あ
り
ま
す
。

と
に
よ
っ
て
、
必
ず
こ
れ
等
の
課
題

の
克
服
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
と

確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
は
、
私
達
の
市
が
全
国
一
の

豪
雪
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り

そ
れ
が
ど
れ
程
私
達
の
生
活
を
お
び

や
か
し
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
達
は

雪
そ
の
も
の
が
災
害
で
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
達
が
強
力
な
援
軍
と

仰
ぐ
国
や
県
は
、
十
日
町
市
が
名
だ

た
る
豪
雪
地
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
て
も
、
そ
れ
が
ど
れ
位
の
も
の

か
、
そ
の
実
態
は
全
く
知
ら
な
い
と

申
し
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
達
は
こ
れ
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
「
知
ら
せ
る
」
た
め
の

努
力
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
そ
の
道
の
り
は
遠
く
険
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

尚
一
層
強
力
に
そ
の
努
力
を
傾
注
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
び
の

豪
雪
は
そ
の
た
め
の
千
載
一
遇
の
機

会
の
到
来
と
捕
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
戦
術
を
駆
使
し
て
怨

念
と
も
言
う
べ
き
雪
害
対
応
へ
の
布

石
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。　
今
、
生
き
て
い
る
私
達
は
つ
ぎ
の

世
代
に
何
か
を
残
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
は
昭
和
五
十
六
年
は
雪
ま
つ

り
が
出
来
な
い
程
の
大
豪
雪
で
あ
っ

た
と
い
う
た
だ
記
録
さ
れ
た
だ
け
の

過
去
を
残
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
未
曾
有
の
豪
雪
の
中
で
も
、
十
日

町
に
住
む
先
人
は
、
勇
気
と
英
知
と

夢
を
賭
け
て
立
派
に
雪
ま
つ
り
を
や

り
遂
げ
た
と
い
う
誇
り
の
歴
史
を
誰

よ
り
も
可
愛
い
い
子
ど
も
や
孫
達
に

ぜ
ひ
語
っ
て
聞
か
せ
た
い
と
思
う
の

で
す
。

　
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は
、
今
ま
さ

に
日
本
中
の
人
達
の
注
目
の
中
で
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
禍
い
か

ら
立
ち
上
ろ
う
と
す
る
雪
国
の
人
達

の
し
た
た
か
な
生
き
ざ
ま
が
雪
ま
つ

り
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
、
手
を
携
え
て
雪
ま

つ
り
を
成
功
さ
せ
て
頂
く
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

（％）積雪610cmの枯木又を視察

、
ま

㌣

亀

節

』
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　豪雪災害見舞金
～ありがとうございました～

●北越銀行㈱　　　　　　　10万円

　　（長岡市）

●公　明　党　　　　　　　5万円

　　（東京都）

●第四銀行㈱　　　　　　　20万円

　　（新潟市）

10万円

50万円

●㈲アート建築設計事務所　10万円

　　（新潟市〉

10万円

2万円

●新潟相互銀行㈱

　　（新潟市〉

●全国市議会議長会

　
私
は
、
こ
の
克
服
す
べ
き
テ
ー
マ

の
延
長
線
上
に
雪
ま
つ
り
が
存
在
し
、

こ
の
雪
ま
つ
り
と
い
う
一
大
イ
ベ
ン

ト
に
向
っ
て
、
市
と
市
民
が
相
携
さ

え
て
総
て
の
能
力
を
作
動
さ
せ
る
こ

●県下市議会

●㈱丸繁建設

　　（新潟市

雪
害
に
伴
う

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　
雪
害
に
伴
う
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
等
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　
豪
雪
の
た
め
、
被
害
が
続
出
し
て

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

の
か
た
で
、
雪
害
等
に
よ
り
保
険
料

を
納
入
で
き
な
い
場
合
、
保
険
料
の

免
除
が
で
き
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
及
び

被
害
の
状
況
調
書
を
添
え
て
、
市
民

生
活
課
年
金
係
へ
お
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
は
、
強
制

加
入
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
任
意

加
入
者
は
除
か
れ
ま
す
．

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
活
課
年

金
係
（
盈
七
－
三
一
二
番
内
線
二

一
八
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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灘
織灘

雛
織
欝
欝
灘
…

　
未
曾
有
の
豪
雪
の
中
で
雪
ま
つ
り
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
新
企
画
で
は
、
今
年
の
豪
雪
と
雪
国
の
暮
ら
し
や
文
化
を
外
来

者
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
「
5
6
豪
雪
写
真
展
」
を
行
う
ほ
か
、
第
『

回
雪
上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
ロ
ッ
ク
ア
ン
ド
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
、
な

ど
趣
向
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．

第
一
回
ひ
ろ
ば
め
ぐ
り

雪
上
幽
鰐
劉

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、
雪
ま
つ

り
当
日
、
第
一
回
ひ
ろ
ば
め
ぐ
り
雪

上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
競
技
方
法
は

出
場
者
（
一
組
三
人
以
内
）
が
、
午

前
十
一
時
に
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
を
　

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
雪
ま
つ
り
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
広
場
の
位
置
を
ヒ
ン
ト

に
し
て
、
五
つ
の
広
場
に
設
置
し
て

あ
る
ス
タ
ン
プ
を
順
次
つ
い
て
、
再

び
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
の
ゴ
ー
ル
に
も

ど
る
も
の
で
、
順
位
は
、
主
催
者
側

が
設
定
し
た
時
間
（
約
二
時
間
）
に

一
番
近
い
組
か
ら
順
位
を
つ
け
ま
す
。

　
五
つ
の
広
場
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
失
格
に
な
り
ま
す

し
、
指
定
さ
れ
た
時
間
ま
で
に
ゴ
ー

ル
し
な
け
れ
ば
失
格
に
な
り
ま
す
。

競
技
　
二
月
十
五
日
　
午
前
十
一
時

ス
タ
ー
ト

受
付
　
午
前
九
時
半
～
十
時
四
十
分

（
十
四
日
ま
で
は
雪
ま
つ
り
事
務
局

で
受
付
け
）

出
場
者
　
一
組
三
人
ま
で
で
出
場
制

限
な
し

賞
品
　
一
位
十
日
町
織
物
ほ
か
豪
華

景
品
を
用
意

問
い
合
わ
せ
　
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
8

七
ー
三
七
三
二
、
二
ー
五
三
六
〇
）
へ
。

雪

省
募
集

とおガ辞3
（3）

左
幸
子
講
演
会

と
　
き
　
二
月
十
五
日
午
前
十
時
～
十
一
時
半

と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

演
　
題
　
「
い
ろ
い
ろ
な
女
を
演
じ
て
」

　
　
　
　
　
主
催
　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会

　
　
　
　
　
共
催
　
十
日
町
ス
タ
ン
プ
共
同
組
合

　
　
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ん

　
の
ご
来
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
広
場
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
日
本
B
M
X
協
会
十
日
町
支

部
が
主
管
す
る
「
第
二
回
J
B
A
十

日
町
雪
上
B
M
X
大
会
」
が
二
月
十

五
日
行
わ
れ
、
出
場
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

競
技
　
二
月
十
五
日
　
午
前
十
時
競

技
開
始

会
場
　
ふ
る
さ
と
広
場
特
設
雪
上
B

M
X
コ
；
ス

参
加
人
員
　
百
人

ク
ラ
ス
別
　
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
以

下
）
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
（
中
学
生
）

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
（
高
校
生
以
上
）

エ
ン
ト
リ
ー
料
　
ジ
ュ
ニ
ア
（
五
百

円
）
、
シ
ニ
ア
（
六
百
円
）
、
オ
ー

プ
ン
（
七
百
円
）
…
保
険
料
を
含
む

申
し
込
み
　
二
月
十
四
日
ま
で
に
庭

野
茂
美
さ
ん
（
高
田
町
一
、
8
二
－

二
五
犬
八
番
）
へ
。

臨
時
列
　
　
z
ス
を

　
　
　
曇
劃
用
惹
黛
麿
さ
い

　
雪
ま
つ
り
当
日
は
、
臨
時
駐
車
場

が
十
分
確
保
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
雪

ま
つ
り
当
日
は
、
な
る
べ
く
公
共
輸

送
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
臨
時

列
車
・
バ
ス
の
時
刻
は
、
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
．

㎎
薫
謬
蓋
藍
箋
歪
藍
萎
…
翌
書
翌
謬
3
謬
婁
§
雪
｝
雪
置

騨
　　剛剛
”鱒剛鴫剛薦』剛轡剛贈脚朋欄剛即剛酬醐剛剛

》塒魯僑灘
　　　シリーズ照23．F

初めての雪上演劇・
　一第、7回讐まつ嵯一　！

昭和雛年2月15日

史
上
空
前
の
挙
！

雪
上
舞
台
で

　
　
　
「
鶴
の
幻
想
」
を

鞘
昭
和
一
一
＋
毒
買
ぞ
箋

剛
岡
か
ら
十
日
町
に
帰
っ
て
来
た
。
そ

即
剛
し
て
そ
れ
か
ら
数
年
閥
…
㌔

鵬
、
隙
　
雪
ま
つ
り
に
讐
上
演
劇
奪
．
．
…
董

　

醐
の
こ
と
を
、
ぼ
く
は
学
識
者
、
有
力

剛
鵬
実
力
者
た
ち
に
説
い
て
ま
わ
っ
た
。

鵬
脚
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
藷
蕎

剛
は
し
て
く
れ
た
も
の
の
「
そ
れ
で
は

胤
ひ
と
つ
や
り
ま
し
ょ
う
ぜ
電
て

㎜　く
れ
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
一　
つ
　
裁
念
／
。
だ
が
、
や
が
て
そ
の
機

剛
㎜
は
や
っ
て
来
た
．
昭
塾
、
王
年

剛
　
（
第
七
回
）
雪
ま
つ
り
の
『
鶴
の
幻

蘭
剛
想
」
が
そ
れ
だ
っ
た
。

鵬簡
　
主
催
－
本
町
一
丁
貝
ー
代
表
関
ロ

剛
鞘
芳
正
．
滝
沢
久
一
の
岡
氏
。
場
所
は

ロ

剛
滝
文
工
業
㈱
横
の
所
有
地
か
ら
十
二

願
囎
社
の
由
に
か
け
て
の
自
然
舞
台
と
決

㎜
定
し
た
．
天
に
も
登
る
喜
び
だ
感

響

麓
．

驚
の
「
夕
惣
糞
醤
葎
び
編
鍛

麗
欝
離
薪
瀞
麟

向
護
諺
隷
糠

コ
吉
ス
鰍
バ
ヒ
藩
姦
緯

ん
で
の
多
角
性
を
持
っ
た
演
，
獺
吏
薫

で
漏
鵬
脚
嚢
鷲
襲

人
で
担
当
し
た
。
セ
死
ゆ
籍
居
が
ば
』

じ
ま
っ
て
四
日
間
、
五
β
月
輩
韓
本

番
の
公
漢
を
迎
え
ざ
る
を
激
置
な
い
鱒
緯

だ
。
田
村
氏
と
ぼ
く
は
、
拾
騰
馨
離

熾
欝
醐
羅
轡

謬
謬
謬
蓋
置
謬
置
謬
置
濫
蓋
聖
置
墨
旨
塁
厘
一
置
濫
萎
置
曇
曜
凄
書
凄
謬
護
置
農
謬
凄
置
垂
覧
璽

・
簿
纏
選
善
簸
．
鞍
饗
騰

繕
灘
欝
難
灘

　
難
懸
欝

、
欝
縫
灘
難
轟
霧
灘
灘
叢

洲
灘
隷
．

、
薇
灘
論
麟
欝
辮

』
．
生
礎
藩
鯉
勢
姫
獄
曇
婁

が
講
骸
鐸
鷺
麟
嗅
活
躍
．
’

醇
嘱
て
輔
慕
鑑
警
鑑
溝
慧
毒

鈎
馨
灘
凝
窯
嚇
鞍
痴
鍵
疑
業
ど
闘

鱗
磯
隆
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勇

蒙
雪
繋
磯
雪
叢
講
難

　
市
民
の
皆
様
、
連
日
の
雪
と
の
闘

い
で
お
疲
れ
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

本
当
に
御
苦
労
様
で
す
．

　
現
在
、
当
市
が
蒙
っ
て
い
る
豪
雪

は
観
測
史
上
例
を
見
な
い
異
常
さ
で

あ
り
、
各
位
の
肉
体
的
・
経
済
的
負

担
は
実
に
堪
え
難
い
も
の
で
あ
ろ
う

と
お
察
し
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も

尚
、
一
致
協
力
し
懸
命
の
努
力
で
雪

に
立
ち
向
っ
て
い
る
姿
に
ふ
れ
て
、

感
激
い
た
す
と
と
も
に
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
市
当
局
で
も
一
月
十
二
日
に
豪
雪

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
関
係
方

面
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
対
策
に
万

全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
異
例
の
状
況
下
で
、
今

年
第
三
十
二
回
目
を
数
え
る
十
日
町

雪
ま
つ
り
が
、
予
定
通
り
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
こ
ん
な
事

態
の
中
で
の
ま
つ
り
騒
ぎ
は
非
常
識

と
い
う
極
め
て
見
識
あ
る
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の

賛
否
両
論
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き

十
日
町
市
長

　
諸
　
里
　
正
　
典

く
取
り
あ
げ
ら
れ
、
豪
雪
の
苦
悩
の

象
徴
と
し
て
各
方
面
に
強
い
印
象
を

あ
た
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
と
し
て
、
ま
た
雪
ま

つ
り
の
実
行
委
員
長
と
し
て
、
雪
ま

つ
り
を
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何
を

克
服
す
べ
き
か
を
検
討
し
つ
ぎ
の
五

つ
を
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
一
は
、
国
道
の
二
車
線
確
保
を

始
め
幹
線
道
路
の
交
通
を
確
保
す
る

こ
と
。
第
二
は
、
飯
山
線
を
全
面
開

通
さ
せ
る
こ
と
。
第
三
は
雪
崩
な
ど

の
危
険
を
排
除
し
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
。
第
四
は
孤
立
集
落
の

解
消
を
平
年
以
上
に
す
る
こ
と
。
そ

し
て
第
五
は
、
市
街
地
の
排
雪
を
緊

急
に
行
い
雪
降
し
の
場
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
人
心
の
不
安
を
除
去
す

る
こ
と
、
で
あ
り
ま
す
。

と
に
よ
っ
て
、
必
ず
こ
れ
等
の
課
題

の
克
服
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
と

確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
は
、
私
達
の
市
が
全
国
一
の

豪
雪
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り

そ
れ
が
ど
れ
程
私
達
の
生
活
を
お
び

や
か
し
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
達
は

雪
そ
の
も
の
が
災
害
で
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
達
が
強
力
な
援
軍
と

仰
ぐ
国
や
県
は
、
十
日
町
市
が
名
だ

た
る
豪
雪
地
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
て
も
、
そ
れ
が
ど
れ
位
の
も
の

か
、
そ
の
実
態
は
全
く
知
ら
な
い
と

申
し
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
達
は
こ
れ
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
「
知
ら
せ
る
」
た
め
の

努
力
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
そ
の
道
の
り
は
遠
く
険
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

尚
一
層
強
力
に
そ
の
努
力
を
傾
注
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
び
の

豪
雪
は
そ
の
た
め
の
千
載
一
遇
の
機

会
の
到
来
と
捕
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
戦
術
を
駆
使
し
て
怨

念
と
も
言
う
べ
き
雪
害
対
応
へ
の
布

石
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。　
今
、
生
き
て
い
る
私
達
は
つ
ぎ
の

世
代
に
何
か
を
残
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
は
昭
和
五
十
六
年
は
雪
ま
つ

り
が
出
来
な
い
程
の
大
豪
雪
で
あ
っ

た
と
い
う
た
だ
記
録
さ
れ
た
だ
け
の

過
去
を
残
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
未
曾
有
の
豪
雪
の
中
で
も
、
十
日

町
に
住
む
先
人
は
、
勇
気
と
英
知
と

夢
を
賭
け
て
立
派
に
雪
ま
つ
り
を
や

り
遂
げ
た
と
い
う
誇
り
の
歴
史
を
誰

よ
り
も
可
愛
い
い
子
ど
も
や
孫
達
に

ぜ
ひ
語
っ
て
聞
か
せ
た
い
と
思
う
の

で
す
。

　
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は
、
今
ま
さ

に
日
本
中
の
人
達
の
注
目
の
中
で
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
禍
い
か

ら
立
ち
上
ろ
う
と
す
る
雪
国
の
人
達

の
し
た
た
か
な
生
き
ざ
ま
が
雪
ま
つ

り
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
、
手
を
携
え
て
雪
ま

つ
り
を
成
功
さ
せ
て
頂
く
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

（％）積雪610cmの枯木又を視察

、
ま

㌣

亀

節

』

罫

　豪雪災害見舞金
～ありがとうございました～

●北越銀行㈱　　　　　　　10万円

　　（長岡市）

●公　明　党　　　　　　　5万円

　　（東京都）

●第四銀行㈱　　　　　　　20万円

　　（新潟市）

10万円

50万円

●㈲アート建築設計事務所　10万円

　　（新潟市〉

10万円

2万円

●新潟相互銀行㈱

　　（新潟市〉

●全国市議会議長会

　
私
は
、
こ
の
克
服
す
べ
き
テ
ー
マ

の
延
長
線
上
に
雪
ま
つ
り
が
存
在
し
、

こ
の
雪
ま
つ
り
と
い
う
一
大
イ
ベ
ン

ト
に
向
っ
て
、
市
と
市
民
が
相
携
さ

え
て
総
て
の
能
力
を
作
動
さ
せ
る
こ

●県下市議会

●㈱丸繁建設

　　（新潟市

雪
害
に
伴
う

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　
雪
害
に
伴
う
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
等
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　
豪
雪
の
た
め
、
被
害
が
続
出
し
て

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

の
か
た
で
、
雪
害
等
に
よ
り
保
険
料

を
納
入
で
き
な
い
場
合
、
保
険
料
の

免
除
が
で
き
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
及
び

被
害
の
状
況
調
書
を
添
え
て
、
市
民

生
活
課
年
金
係
へ
お
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
は
、
強
制

加
入
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
任
意

加
入
者
は
除
か
れ
ま
す
．

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
活
課
年

金
係
（
盈
七
－
三
一
二
番
内
線
二

一
八
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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灘
織灘

雛
織
欝
欝
灘
…

　
未
曾
有
の
豪
雪
の
中
で
雪
ま
つ
り
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
新
企
画
で
は
、
今
年
の
豪
雪
と
雪
国
の
暮
ら
し
や
文
化
を
外
来

者
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
「
5
6
豪
雪
写
真
展
」
を
行
う
ほ
か
、
第
『

回
雪
上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
ロ
ッ
ク
ア
ン
ド
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
、
な

ど
趣
向
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．

第
一
回
ひ
ろ
ば
め
ぐ
り

雪
上
幽
鰐
劉

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、
雪
ま
つ

り
当
日
、
第
一
回
ひ
ろ
ば
め
ぐ
り
雪

上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
競
技
方
法
は

出
場
者
（
一
組
三
人
以
内
）
が
、
午

前
十
一
時
に
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
を
　

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
雪
ま
つ
り
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
広
場
の
位
置
を
ヒ
ン
ト

に
し
て
、
五
つ
の
広
場
に
設
置
し
て

あ
る
ス
タ
ン
プ
を
順
次
つ
い
て
、
再

び
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
の
ゴ
ー
ル
に
も

ど
る
も
の
で
、
順
位
は
、
主
催
者
側

が
設
定
し
た
時
間
（
約
二
時
間
）
に

一
番
近
い
組
か
ら
順
位
を
つ
け
ま
す
。

　
五
つ
の
広
場
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
失
格
に
な
り
ま
す

し
、
指
定
さ
れ
た
時
間
ま
で
に
ゴ
ー

ル
し
な
け
れ
ば
失
格
に
な
り
ま
す
。

競
技
　
二
月
十
五
日
　
午
前
十
一
時

ス
タ
ー
ト

受
付
　
午
前
九
時
半
～
十
時
四
十
分

（
十
四
日
ま
で
は
雪
ま
つ
り
事
務
局

で
受
付
け
）

出
場
者
　
一
組
三
人
ま
で
で
出
場
制

限
な
し

賞
品
　
一
位
十
日
町
織
物
ほ
か
豪
華

景
品
を
用
意

問
い
合
わ
せ
　
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
8

七
ー
三
七
三
二
、
二
ー
五
三
六
〇
）
へ
。

雪

省
募
集

とおガ辞3
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左
幸
子
講
演
会

と
　
き
　
二
月
十
五
日
午
前
十
時
～
十
一
時
半

と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

演
　
題
　
「
い
ろ
い
ろ
な
女
を
演
じ
て
」

　
　
　
　
　
主
催
　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会

　
　
　
　
　
共
催
　
十
日
町
ス
タ
ン
プ
共
同
組
合

　
　
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ん

　
の
ご
来
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
広
場
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
日
本
B
M
X
協
会
十
日
町
支

部
が
主
管
す
る
「
第
二
回
J
B
A
十

日
町
雪
上
B
M
X
大
会
」
が
二
月
十

五
日
行
わ
れ
、
出
場
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

競
技
　
二
月
十
五
日
　
午
前
十
時
競

技
開
始

会
場
　
ふ
る
さ
と
広
場
特
設
雪
上
B

M
X
コ
；
ス

参
加
人
員
　
百
人

ク
ラ
ス
別
　
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
以

下
）
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
（
中
学
生
）

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
（
高
校
生
以
上
）

エ
ン
ト
リ
ー
料
　
ジ
ュ
ニ
ア
（
五
百

円
）
、
シ
ニ
ア
（
六
百
円
）
、
オ
ー

プ
ン
（
七
百
円
）
…
保
険
料
を
含
む

申
し
込
み
　
二
月
十
四
日
ま
で
に
庭

野
茂
美
さ
ん
（
高
田
町
一
、
8
二
－

二
五
犬
八
番
）
へ
。

臨
時
列
　
　
z
ス
を

　
　
　
曇
劃
用
惹
黛
麿
さ
い

　
雪
ま
つ
り
当
日
は
、
臨
時
駐
車
場

が
十
分
確
保
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
雪

ま
つ
り
当
日
は
、
な
る
べ
く
公
共
輸

送
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
臨
時

列
車
・
バ
ス
の
時
刻
は
、
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
．

㎎
薫
謬
蓋
藍
箋
歪
藍
萎
…
翌
書
翌
謬
3
謬
婁
§
雪
｝
雪
置

騨
　　剛剛
”鱒剛鴫剛薦』剛轡剛贈脚朋欄剛即剛酬醐剛剛

》塒魯僑灘
　　　シリーズ照23．F

初めての雪上演劇・
　一第、7回讐まつ嵯一　！

昭和雛年2月15日

史
上
空
前
の
挙
！

雪
上
舞
台
で

　
　
　
「
鶴
の
幻
想
」
を

鞘
昭
和
一
一
＋
毒
買
ぞ
箋

剛
岡
か
ら
十
日
町
に
帰
っ
て
来
た
。
そ

即
剛
し
て
そ
れ
か
ら
数
年
閥
…
㌔

鵬
、
隙
　
雪
ま
つ
り
に
讐
上
演
劇
奪
．
．
…
董

　

醐
の
こ
と
を
、
ぼ
く
は
学
識
者
、
有
力

剛
鵬
実
力
者
た
ち
に
説
い
て
ま
わ
っ
た
。

鵬
脚
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
藷
蕎

剛
は
し
て
く
れ
た
も
の
の
「
そ
れ
で
は

胤
ひ
と
つ
や
り
ま
し
ょ
う
ぜ
電
て

㎜　く
れ
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
一　
つ
　
裁
念
／
。
だ
が
、
や
が
て
そ
の
機

剛
㎜
は
や
っ
て
来
た
．
昭
塾
、
王
年

剛
　
（
第
七
回
）
雪
ま
つ
り
の
『
鶴
の
幻

蘭
剛
想
」
が
そ
れ
だ
っ
た
。

鵬簡
　
主
催
－
本
町
一
丁
貝
ー
代
表
関
ロ

剛
鞘
芳
正
．
滝
沢
久
一
の
岡
氏
。
場
所
は

ロ

剛
滝
文
工
業
㈱
横
の
所
有
地
か
ら
十
二

願
囎
社
の
由
に
か
け
て
の
自
然
舞
台
と
決

㎜
定
し
た
．
天
に
も
登
る
喜
び
だ
感

響

麓
．

驚
の
「
夕
惣
糞
醤
葎
び
編
鍛

麗
欝
離
薪
瀞
麟

向
護
諺
隷
糠

コ
吉
ス
鰍
バ
ヒ
藩
姦
緯

ん
で
の
多
角
性
を
持
っ
た
演
，
獺
吏
薫

で
漏
鵬
脚
嚢
鷲
襲

人
で
担
当
し
た
。
セ
死
ゆ
籍
居
が
ば
』

じ
ま
っ
て
四
日
間
、
五
β
月
輩
韓
本

番
の
公
漢
を
迎
え
ざ
る
を
激
置
な
い
鱒
緯

だ
。
田
村
氏
と
ぼ
く
は
、
拾
騰
馨
離

熾
欝
醐
羅
轡

謬
謬
謬
蓋
置
謬
置
謬
置
濫
蓋
聖
置
墨
旨
塁
厘
一
置
濫
萎
置
曇
曜
凄
書
凄
謬
護
置
農
謬
凄
置
垂
覧
璽

・
簿
纏
選
善
簸
．
鞍
饗
騰

繕
灘
欝
難
灘

　
難
懸
欝

、
欝
縫
灘
難
轟
霧
灘
灘
叢

洲
灘
隷
．

、
薇
灘
論
麟
欝
辮

』
．
生
礎
藩
鯉
勢
姫
獄
曇
婁

が
講
骸
鐸
鷺
麟
嗅
活
躍
．
’

醇
嘱
て
輔
慕
鑑
警
鑑
溝
慧
毒

鈎
馨
灘
凝
窯
嚇
鞍
痴
鍵
疑
業
ど
闘

鱗
磯
隆
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水
田
再
編
第
二
期
対
策
仮
配
分

　
水
田
利
用
再
編
対
策
で
は
、
関
係

機
関
を
は
じ
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

、
こ
協
力
に
よ
り
目
標
を
上
廻
る
実
績

を
あ
げ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
第
二
期
対
策
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
ご
存
知
の
よ

う
に
、
国
で
は
昨
年
の
冷
害
に
も
か

か
わ
ら
ず
第
一
期
対
策
に
継
続
し
て

米
の
生
産
と
消
費
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
、

及
び
農
業
構
造
の
再
編
成
を
政
策
目

標
に
、
米
の
生
産
調
整
を
強
化
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
、
昨
年
十
二
月
二

十
五
日
に
県
に
よ
る
市
町
村
配
分
が

あ
り
ま
し
た
。

　
当
市
に
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
よ

り
五
十
丁
五
智
多
い
二
百
九
十
七
．

二
診
（
五
十
六
年
度
に
限
り
二
百
七

十
一
診
）
の
配
分
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
在
市
で
は
、
水
田
再
編
協
議
会

及
び
幹
事
会
を
開
き
、
配
分
方
法
、

転
作
の
定
着
化
・
再
編
の
方
向
づ
け

な
ど
を
相
談
し
な
が
ら
配
分
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
三
月
下
旬

頃
、
農
事
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
第
二
期
対
策
で
は
特
に
、
集
団
化

し
な
い
と
農
業
経
営
上
、
不
利
益
な

面
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
農
業
情
勢

を
ご
見
察
い
た
だ
く
な
か
で
、
部
落

ぐ
る
み
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

三
月
下
旬
に
：
：

　
度
重
な
る
減
反
政
策
に
農
家
の
皆

さ
ん
も
そ
の
対
応
に
大
変
で
す
が
、

農
業
構
造
の
再
編
を
前
提
に
し
、
増

加
面
積
を
目
安
に
作
付
計
画
を
た
て

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
の
新
し
い
取
組
み
に
つ

い
て
は
決
ま
り
次
第
、
市
報
、
部
落

座
談
会
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。．

隠．

嬬
魏
ツ

　
屋
根
の
雪
お
ろ
し
や
、
除
雪
の
と

き
は
、
石
油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
配

管
・
ボ
ン
ベ
に
は
十
分
注
意
し
、
油

や
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
事
故
の
発
生
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
点
検
を
す
る
と
と

も
に
、
各
種
の
煙
突
の
状
態
も
確
認

し
て
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
，
つ
。

　
ま
た
、
万
一
の
時
の
た
め
に
、
避

難
口
は
二
方
向
確
保
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
よ
う
。

　
各
町
内
に
設
置
し
て
あ
る
消
化
栓

や
防
火
水
槽
が
、
豪
雪
の
た
め
、
雪

の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
除
雪
に
。
こ
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
豪
雪
の
中
で
は
、
普
段
考
え
ら
れ

な
い
事
故
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
火
の
元
に
は
十
分
注
意
を
。

災
害
貸
付
を
実
施
（
璽
晦
峻
艀
）

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
今
冬
の
豪

雪
に
お
い
て
被
害
を
受
け
た
か
た
を

対
象
と
し
た
緊
急
融
資
を
つ
ぎ
の
要

綱
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

一
、
融
資
対
象
者

　
ω
直
接
被
害
者
…
…
直
接
に
被
害

を
受
け
、
市
町
村
長
か
ら
そ
の
旨
の

証
明
を
受
け
た
も
の

　
ω
間
接
被
害
者
…
…
前
ω
に
該
当

す
る
も
の
以
外
で
あ
っ
て
、
売
上
の

減
少
、
売
掛
債
権
の
固
定
化
等
の
間

接
的
な
被
害
を
受
け
た
と
公
庫
が
認

め
た
も
の

二
、
貸
付
限
度
額
　
八
百
万
円
以
内

三
、
貸
付
利
率
　
　
年
八
・
八
督

四
、
貸
付
期
間
　
　
十
年
以
内
（
据

置
期
間
二
年
以
内
を
含
む
）

★
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
民
金
融
公

庫
長
岡
支
店
（
長
岡
市
千
手
三
丁
目

九
の
二
十
二
　
8
0
二
五
八
－
三
六

ー
四
三
六
〇
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
八
目

　
手
続
き

　
預
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
た
印

鑑
、
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年

金
手
帳
か
保
険
料
領
収
書
）
を
持
参

し
、
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
（
農
協
の
場

合
は
、
事
業
所
名
を
記
入
）

　
取
扱
い
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
相

互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、
新
潟
県

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
の
各
十
目
町

支
店
ま
た
は
十
日
町
市
農
協
本
所
ま

た
は
各
事
業
所

欝
姿
宅
児
遣
モ
グ

栄
養
士
会
の
活
動
⑥
、
ー
お
驚
を
．
押

（
毒
支
部
）
編
・
．
鍵
礁
ヨ

＊
お
米
の
正
し
い
知
識
（
環
蹴
灘
ぞ
》

圏
”

ロ
座
振
替
の
お
す
す
め

　
市
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
一

年
分
前
納
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
「
口

座
振
替
制
度
」
を
取
り
入
れ
、
保
険
料

納
入
に
利
便
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
の
割
引
（
年
五
分
五
厘
）
が
あ
る

こ
と
、
金
融
機
関
が
代
行
し
て
納
入

し
て
く
れ
る
こ
と
、
年
一
回
の
納
入

で
済
む
こ
と
な
ど
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
範
囲

　
一
年
前
納
保
険
料

　
昭
和
五
十
六
年
度
前
納
額

定
額
五
万
二
千
七
百
円
（
割
引
千

三
百
円
）
付
加
保
険
料
五
万
七
千
三

百
八
十
円
（
割
引
千
四
百
二
十
円
）

　
な
お
、
保
険
料
は
昭
和
五
十
六
年

四
月
か
ら
一
カ
月
四
千
五
百
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
．

　
申
し
込
み
期
限

●
「
御
飯
を
食
べ
る
と
肥
る
の
で
鍵

　
　
　
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

食
べ
す
ぎ
と
曽
題
動
不
足
か
ら
で
す
。

●
「
御
飯
を
食
べ
る
と
筒
血
圧
に
な

る
の
で
は
…
」
　
　
　
お
米
と
は
閲

係
あ
9
謙
せ
ん
。
、
む
し
ろ
塩
分
の
敢

り
す
ぎ
が
悶
題
で
す
。

．
○
「
御
飯
を
食
べ
る
と
頭
が
悪
く
な

る
の
で
は
ξ
」
レ
レ
お
乗
に
脳
の
働

き
を
防
げ
る
も
の
は
含
ま
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
米
食
揖
本
人
の
嶺
櫛
菰
欝

儒
を
も
ち
嚢
嚢
駕
艦
、

　
×
・
き
、
×
ρ
牒
，
饗

＠
お
、
米
擦
灘
簸
質
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
7

ん
ぱ
く
戴
を
含
ん
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
比

い
ま
ナ
。
炊
く
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

う
独
特
な
編
理
法
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

九
十
八
蟹
藻
溝
化
藪
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0
0
0
8
0

収
さ
れ
漢
す
．
。
、
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
一
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
乳

9
お
米
は
最
階
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

的
な
工
率
ル
蟹
転
滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

．
で
ナ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0
5
0
6
0

　
．
ね
た
嬉
薦
も
淋
、
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粉
芋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
oo

叢
嚢
と
し
寓
爵
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
狙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
麦
ヵ

食
べ
窪
瀞
蕃
講
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
い
経
費
で
あ
瀞
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
じ

、
癬
撚
蕉
灘
鱗
鰍
．
謹
．
、
、
．

ズ　
4
　
潜

一
2
・

リ
　
α
・

　
　シ
轟熱

　
、
・
麟

　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
噸
・
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漣
舜
　
・

●
お
米
は
安
金
嚢
編
畢
携
禰
米
篠

撫
巻
態
蜜
．
ぞ
窒
藩
餐
織

わ
馨
餐
辮
羅
饗
繋
建
鐵

イ
美
多
妻
罫
灘
講
難

ら
べ
、
食
愚
添
勲
物
が
磐
饗
鷺
．
・
、
歎

、
較
飽
蜜
霧
麟
嚢
鎌
糖
灘
灘
灘
懇
藤
羅

寒
。
、
　
　
、
灘
『
　
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

慕
灘
饗
謙
糠
難
畿
籔
．

．
蜜
（
．
斎
滋
嚢
費
鞭
墾
霧
熱
瓢
嚢
漏
繍

．
増
大
儀
垂
懲
辮
淋
鑑
桜
羅
灘
攣
　
・
・

灘
羅
慧

戯
簗
薦
鋤
臨
蟻
翻
蕪
灘
・
欝
　
・
轍

　
　
轟
騰
灘
騰
灘
畿
騒
顯

。
鉱
簾
黛
饗
灘
難
霧
婁
羅

繕
灘
難

辮
鎚
欝
麹
灘
灘
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
ぴ

べ
、
ゑ
骸
辮
発
雛
壽
．
、
叢
鎌
籍

塗
響
ぞ
離
携
毒
馨
撫

縫欝鱗

灘
嚢

　
燦
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1
昭
和
五
十
六
年
1

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

の
三
種
混
合
予
防
接
種
を
、
つ
ぎ
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
、

★
一
期

　
●
該
当
者
…
①
昭
和
五
十
三
年
四

月
二
日
～
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

〉表

の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

②
前
回
の
該
当
者
で
一
期
を
一
回
し

か
接
種
し
な
か
っ
た
人
と
昭
和
五
十

一
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

で
未
接
種
者
。

　
●
接
種
方
法
…
約
三
週
～
八
週
の

間
隔
で
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り

基
礎
免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。

（
最
高
二
回
接
種
す
る
こ
と
で
完
了

と
み
な
し
ま
す
。
）

★
二
期

　
●
該
当
者
…
昭
和
五
十
二
年
四
月

実
施
地
区

月
　
．
　
日

受
付
時
間

対
　
　
象

実
施
会
場

川
治
・
六
箇
地
区

3
月
3
日
図

午
後
1
時
40
分

～
2
時
30
分

一
期
一
回
目

川
治
公
民
館

中
　
条
　
地
　
区

3
月
4
日
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期
一
回
目

中
条
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

3
月
5
日
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
30
分

一
期
一
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
地
　
区

3
月
6
日
囲

午
後
1
時
30
分

～
2
時

一
期
一
回
目

下
条
公
民
館

水
　
沢
　
地
　
区

午
後
1
時
40
分

～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

川
治
・
六
箇
地
区

3
月
H
日
困

午
後
1
時
40
分

～
2
時
30
分

二
期
該
当
者
の
み

川
治
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

3
月
12
日
困

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
30
分

二
期
該
当
者
の
み

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
・
六
箇
地
区

3
月
24
日
㈹

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
30
分

一
期
二
回
目

川
治
公
民
館

中
　
条
　
地
　
区

3
月
2
5
目
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期
二
回
目

二
期

中
条
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

3
月
26
目
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

一
期
二
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
地
　
区

午
後
1
時
30
分

～
2
時

一
期
二
回
目

二
期

下
条
公
民
館

水
　
沢
　
地
　
区

3
月
27
日
團

午
後
1
時
40
分

～
2
時
15
分

一
期
二
回
目

二
期

水
沢
出
張
所

川
治
・
六
箇
地
区

4
月
21
日
図

午
後
－
時
40
分

～
2
時
30
分

一
期
三
回
目

川
治
公
民
館

中
　
条
　
地
　
区

4
月
22
日
困

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

中
条
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

4
月
％
目
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
30
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
地
　
区

4
月
蟄
日
囲

午
後
1
時
30
分

～
2
時

下
条
公
民
館

水
　
沢
　
地
　
区

午
後
1
時
40
分

～
2
時
15
分

水
沢
出
張
所

二
日
～
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
前
年
一
期
が
完
了
し

て
い
る
人
。

　
●
接
種
方
法
…
一
期
の
三
回
を
受

け
る
こ
と
で
基
礎
免
疫
が
で
き
、
翌

年
二
期
と
し
て
一
回
接
種
す
る
こ
と

で
二
期
が
完
了
し
免
疫
効
果
が
よ
り

強
く
な
り
ま
す
。
　
（
小
学
六
年
生
の

時
に
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
三

期
を
接
種
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

二
期
ま
で
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
）

接
種
前
の
注
意

1
、
前
日
入
浴
さ
せ
、
清
潔
な
肌
着

を
き
せ
ま
し
ょ
う
。

2
、
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
。

3
、
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
。

4
、
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い

人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た

人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

5
、
問
診
票
を
正
確
に
記
入
す
る
こ

と
。

N
H
K
学
園

生
徒
を

★
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス

　
N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働

き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り

た
い
か
た

　
●
入
学
資
格
　
中
学
卒
業
、
卒
業

見
込
み
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
の

あ
る
か
た

　
●
願
書
受
付
　
三
月
一
日
～
四
月

十
五
日

★
高
等
学
校
囎
部
科
目
履
習
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
の
一
部
科
目
の
単
位
を

必
要
と
す
る
か
た

　
●
願
書
受
付
　
普
通
科
コ
ー
ス
と

同
じ
（
高
校
在
学
者
を
除
く
）

★
高
等
学
校
教
養
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
学
力
を
つ
け

た
い
か
た

募
集

　
●
受
講
資
格
　
十
五
歳
以
上
の
人

　
●
申
込
受
付
　
三
月
一
日
～
四
月

三
十
日

★
社
会
通
信
講
座

　
書
道
・
簿
記
・
文
章
・
絵
画
．
囲

碁
・
英
語
・
国
語
・
数
学
な
ど
十
講

座
二
十
九
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
余

暇
を
利
用
し
て
、
実
生
活
に
役
立
つ

教
養
を
身
に
つ
け
た
い
か
た
に

　
●
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

　
●
申
込
受
付
　
二
月
一
日
～
四
月

三
十
日
ま
で

◎
詳
し
い
こ
と
は
、
N
H
K
学
園
広

報
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
立
市
富
士
見
台
二
－
三
十
六

行
〇
四
二
五
－
七
二
⊥
三
五
一
番
）

（5）

程日〈

　
普
通
、
　
か
か
ぜ
4
の
原
霞
の
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
ビ
ー
ル
ス
で
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ピ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

普
通
め
か
ぜ
と
違
っ
て
伝
染
力
が
強

く
、
　
〃
ね
ケ
，
免
「
凝
く
し
ゃ
み
か
　
階
せ

き
4
な
ど
の
症
状
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、

　
／

ま
し
ょ
う
。

※
　
普
段
か
ら
常
に
、
体
の
鍛
練
を

し
て
、
体
講
を
と
と
の
え
て
お
く
こ

と
o※
　
肌
着
は
常
に
清
潔
に
し
て
お
く

こ
と
。

　溜槍

’

薩
、
」
、

穏餐

＼獣

そ
れ
臨
続
い
て
、
手
足

の
痛
み
、
だ
る
さ
が
掬

わ
っ
て
来
ま
す
。
ま
た

余
病
と
し
て
は
、
肺
炎
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
腎
炎
な
ど

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
冬
期
間
か
ら
春
先
に
か
け
て
、

そ
の
予
防
に
は
、
十
分
注
意
し
凌
い

も
の
で
す
。

　
特
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
し

叢
　
過
労
、
飲
み
す
ぎ
、
睡
眠
不
足

を
さ
け
る
こ
と
も
大
切
。

崇
　
外
出
か
ら
婦
っ
た
ら
、
必
ず
、

手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ
な
い
．
こ
と
。

巌
　
か
ぜ
と
気
が
つ
い
た
ら
早
く
寝

て
、
体
を
暖
め
、
栄
養
を
多
く
と
り

　
　
　
　
　
臨
華
、
’

挺
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
。

廉
　
家
庭
療
法
は
三
日
が
限
度
で
ナ
。

早
め
に
医
舗
の
診
察
を
受
け
る
櫛
噺
と

．
が
大
切
で
す
。



博
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Q
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水
田
再
編
第
二
期
対
策
仮
配
分

　
水
田
利
用
再
編
対
策
で
は
、
関
係

機
関
を
は
じ
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

、
こ
協
力
に
よ
り
目
標
を
上
廻
る
実
績

を
あ
げ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
第
二
期
対
策
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
ご
存
知
の
よ

う
に
、
国
で
は
昨
年
の
冷
害
に
も
か

か
わ
ら
ず
第
一
期
対
策
に
継
続
し
て

米
の
生
産
と
消
費
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
、

及
び
農
業
構
造
の
再
編
成
を
政
策
目

標
に
、
米
の
生
産
調
整
を
強
化
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
、
昨
年
十
二
月
二

十
五
日
に
県
に
よ
る
市
町
村
配
分
が

あ
り
ま
し
た
。

　
当
市
に
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
よ

り
五
十
丁
五
智
多
い
二
百
九
十
七
．

二
診
（
五
十
六
年
度
に
限
り
二
百
七

十
一
診
）
の
配
分
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
在
市
で
は
、
水
田
再
編
協
議
会

及
び
幹
事
会
を
開
き
、
配
分
方
法
、

転
作
の
定
着
化
・
再
編
の
方
向
づ
け

な
ど
を
相
談
し
な
が
ら
配
分
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
三
月
下
旬

頃
、
農
事
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
第
二
期
対
策
で
は
特
に
、
集
団
化

し
な
い
と
農
業
経
営
上
、
不
利
益
な

面
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
農
業
情
勢

を
ご
見
察
い
た
だ
く
な
か
で
、
部
落

ぐ
る
み
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

三
月
下
旬
に
：
：

　
度
重
な
る
減
反
政
策
に
農
家
の
皆

さ
ん
も
そ
の
対
応
に
大
変
で
す
が
、

農
業
構
造
の
再
編
を
前
提
に
し
、
増

加
面
積
を
目
安
に
作
付
計
画
を
た
て

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
の
新
し
い
取
組
み
に
つ

い
て
は
決
ま
り
次
第
、
市
報
、
部
落

座
談
会
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。．

隠．

嬬
魏
ツ

　
屋
根
の
雪
お
ろ
し
や
、
除
雪
の
と

き
は
、
石
油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
配

管
・
ボ
ン
ベ
に
は
十
分
注
意
し
、
油

や
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
事
故
の
発
生
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
点
検
を
す
る
と
と

も
に
、
各
種
の
煙
突
の
状
態
も
確
認

し
て
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
，
つ
。

　
ま
た
、
万
一
の
時
の
た
め
に
、
避

難
口
は
二
方
向
確
保
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
よ
う
。

　
各
町
内
に
設
置
し
て
あ
る
消
化
栓

や
防
火
水
槽
が
、
豪
雪
の
た
め
、
雪

の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
除
雪
に
。
こ
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
豪
雪
の
中
で
は
、
普
段
考
え
ら
れ

な
い
事
故
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
火
の
元
に
は
十
分
注
意
を
。

災
害
貸
付
を
実
施
（
璽
晦
峻
艀
）

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
今
冬
の
豪

雪
に
お
い
て
被
害
を
受
け
た
か
た
を

対
象
と
し
た
緊
急
融
資
を
つ
ぎ
の
要

綱
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

一
、
融
資
対
象
者

　
ω
直
接
被
害
者
…
…
直
接
に
被
害

を
受
け
、
市
町
村
長
か
ら
そ
の
旨
の

証
明
を
受
け
た
も
の

　
ω
間
接
被
害
者
…
…
前
ω
に
該
当

す
る
も
の
以
外
で
あ
っ
て
、
売
上
の

減
少
、
売
掛
債
権
の
固
定
化
等
の
間

接
的
な
被
害
を
受
け
た
と
公
庫
が
認

め
た
も
の

二
、
貸
付
限
度
額
　
八
百
万
円
以
内

三
、
貸
付
利
率
　
　
年
八
・
八
督

四
、
貸
付
期
間
　
　
十
年
以
内
（
据

置
期
間
二
年
以
内
を
含
む
）

★
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
民
金
融
公

庫
長
岡
支
店
（
長
岡
市
千
手
三
丁
目

九
の
二
十
二
　
8
0
二
五
八
－
三
六

ー
四
三
六
〇
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
八
目

　
手
続
き

　
預
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
た
印

鑑
、
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年

金
手
帳
か
保
険
料
領
収
書
）
を
持
参

し
、
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
（
農
協
の
場

合
は
、
事
業
所
名
を
記
入
）

　
取
扱
い
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
相

互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、
新
潟
県

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
の
各
十
目
町

支
店
ま
た
は
十
日
町
市
農
協
本
所
ま

た
は
各
事
業
所

欝
姿
宅
児
遣
モ
グ

栄
養
士
会
の
活
動
⑥
、
ー
お
驚
を
．
押

（
毒
支
部
）
編
・
．
鍵
礁
ヨ

＊
お
米
の
正
し
い
知
識
（
環
蹴
灘
ぞ
》

圏
”

ロ
座
振
替
の
お
す
す
め

　
市
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
一

年
分
前
納
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
「
口

座
振
替
制
度
」
を
取
り
入
れ
、
保
険
料

納
入
に
利
便
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
の
割
引
（
年
五
分
五
厘
）
が
あ
る

こ
と
、
金
融
機
関
が
代
行
し
て
納
入

し
て
く
れ
る
こ
と
、
年
一
回
の
納
入

で
済
む
こ
と
な
ど
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
範
囲

　
一
年
前
納
保
険
料

　
昭
和
五
十
六
年
度
前
納
額

定
額
五
万
二
千
七
百
円
（
割
引
千

三
百
円
）
付
加
保
険
料
五
万
七
千
三

百
八
十
円
（
割
引
千
四
百
二
十
円
）

　
な
お
、
保
険
料
は
昭
和
五
十
六
年

四
月
か
ら
一
カ
月
四
千
五
百
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
．

　
申
し
込
み
期
限

●
「
御
飯
を
食
べ
る
と
肥
る
の
で
鍵

　
　
　
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

食
べ
す
ぎ
と
曽
題
動
不
足
か
ら
で
す
。

●
「
御
飯
を
食
べ
る
と
筒
血
圧
に
な

る
の
で
は
…
」
　
　
　
お
米
と
は
閲

係
あ
9
謙
せ
ん
。
、
む
し
ろ
塩
分
の
敢

り
す
ぎ
が
悶
題
で
す
。

．
○
「
御
飯
を
食
べ
る
と
頭
が
悪
く
な

る
の
で
は
ξ
」
レ
レ
お
乗
に
脳
の
働

き
を
防
げ
る
も
の
は
含
ま
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
米
食
揖
本
人
の
嶺
櫛
菰
欝

儒
を
も
ち
嚢
嚢
駕
艦
、

　
×
・
き
、
×
ρ
牒
，
饗

＠
お
、
米
擦
灘
簸
質
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
7

ん
ぱ
く
戴
を
含
ん
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
比

い
ま
ナ
。
炊
く
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

う
独
特
な
編
理
法
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

九
十
八
蟹
藻
溝
化
藪
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0
0
0
8
0

収
さ
れ
漢
す
．
。
、
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
一
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
乳

9
お
米
は
最
階
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

的
な
工
率
ル
蟹
転
滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

．
で
ナ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0
5
0
6
0

　
．
ね
た
嬉
薦
も
淋
、
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粉
芋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
oo

叢
嚢
と
し
寓
爵
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
狙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
麦
ヵ

食
べ
窪
瀞
蕃
講
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
い
経
費
で
あ
瀞
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
じ

、
癬
撚
蕉
灘
鱗
鰍
．
謹
．
、
、
．

ズ　
4
　
潜

一
2
・

リ
　
α
・

　
　シ
轟熱

　
、
・
麟

　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
噸
・
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漣
舜
　
・

●
お
米
は
安
金
嚢
編
畢
携
禰
米
篠

撫
巻
態
蜜
．
ぞ
窒
藩
餐
織

わ
馨
餐
辮
羅
饗
繋
建
鐵

イ
美
多
妻
罫
灘
講
難

ら
べ
、
食
愚
添
勲
物
が
磐
饗
鷺
．
・
、
歎

、
較
飽
蜜
霧
麟
嚢
鎌
糖
灘
灘
灘
懇
藤
羅

寒
。
、
　
　
、
灘
『
　
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

慕
灘
饗
謙
糠
難
畿
籔
．

．
蜜
（
．
斎
滋
嚢
費
鞭
墾
霧
熱
瓢
嚢
漏
繍

．
増
大
儀
垂
懲
辮
淋
鑑
桜
羅
灘
攣
　
・
・

灘
羅
慧

戯
簗
薦
鋤
臨
蟻
翻
蕪
灘
・
欝
　
・
轍

　
　
轟
騰
灘
騰
灘
畿
騒
顯

。
鉱
簾
黛
饗
灘
難
霧
婁
羅

繕
灘
難

辮
鎚
欝
麹
灘
灘
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
ぴ

べ
、
ゑ
骸
辮
発
雛
壽
．
、
叢
鎌
籍

塗
響
ぞ
離
携
毒
馨
撫

縫欝鱗

灘
嚢

　
燦
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1
昭
和
五
十
六
年
1

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

の
三
種
混
合
予
防
接
種
を
、
つ
ぎ
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
、

★
一
期

　
●
該
当
者
…
①
昭
和
五
十
三
年
四

月
二
日
～
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

〉表

の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

②
前
回
の
該
当
者
で
一
期
を
一
回
し

か
接
種
し
な
か
っ
た
人
と
昭
和
五
十

一
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

で
未
接
種
者
。

　
●
接
種
方
法
…
約
三
週
～
八
週
の

間
隔
で
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り

基
礎
免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。

（
最
高
二
回
接
種
す
る
こ
と
で
完
了

と
み
な
し
ま
す
。
）

★
二
期

　
●
該
当
者
…
昭
和
五
十
二
年
四
月

実
施
地
区

月
　
．
　
日

受
付
時
間

対
　
　
象

実
施
会
場

川
治
・
六
箇
地
区

3
月
3
日
図

午
後
1
時
40
分

～
2
時
30
分

一
期
一
回
目

川
治
公
民
館

中
　
条
　
地
　
区

3
月
4
日
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期
一
回
目

中
条
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

3
月
5
日
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
30
分

一
期
一
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
地
　
区

3
月
6
日
囲

午
後
1
時
30
分

～
2
時

一
期
一
回
目

下
条
公
民
館

水
　
沢
　
地
　
区

午
後
1
時
40
分

～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

川
治
・
六
箇
地
区

3
月
H
日
困

午
後
1
時
40
分

～
2
時
30
分

二
期
該
当
者
の
み

川
治
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

3
月
12
日
困

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
30
分

二
期
該
当
者
の
み

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
・
六
箇
地
区

3
月
24
日
㈹

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
30
分

一
期
二
回
目

川
治
公
民
館

中
　
条
　
地
　
区

3
月
2
5
目
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期
二
回
目

二
期

中
条
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

3
月
26
目
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

一
期
二
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
地
　
区

午
後
1
時
30
分

～
2
時

一
期
二
回
目

二
期

下
条
公
民
館

水
　
沢
　
地
　
区

3
月
27
日
團

午
後
1
時
40
分

～
2
時
15
分

一
期
二
回
目

二
期

水
沢
出
張
所

川
治
・
六
箇
地
区

4
月
21
日
図

午
後
－
時
40
分

～
2
時
30
分

一
期
三
回
目

川
治
公
民
館

中
　
条
　
地
　
区

4
月
22
日
困

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

中
条
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

4
月
％
目
困

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
30
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
地
　
区

4
月
蟄
日
囲

午
後
1
時
30
分

～
2
時

下
条
公
民
館

水
　
沢
　
地
　
区

午
後
1
時
40
分

～
2
時
15
分

水
沢
出
張
所

二
日
～
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
前
年
一
期
が
完
了
し

て
い
る
人
。

　
●
接
種
方
法
…
一
期
の
三
回
を
受

け
る
こ
と
で
基
礎
免
疫
が
で
き
、
翌

年
二
期
と
し
て
一
回
接
種
す
る
こ
と

で
二
期
が
完
了
し
免
疫
効
果
が
よ
り

強
く
な
り
ま
す
。
　
（
小
学
六
年
生
の

時
に
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
三

期
を
接
種
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

二
期
ま
で
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
）

接
種
前
の
注
意

1
、
前
日
入
浴
さ
せ
、
清
潔
な
肌
着

を
き
せ
ま
し
ょ
う
。

2
、
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
。

3
、
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
。

4
、
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い

人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た

人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

5
、
問
診
票
を
正
確
に
記
入
す
る
こ

と
。

N
H
K
学
園

生
徒
を

★
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス

　
N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働

き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り

た
い
か
た

　
●
入
学
資
格
　
中
学
卒
業
、
卒
業

見
込
み
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
の

あ
る
か
た

　
●
願
書
受
付
　
三
月
一
日
～
四
月

十
五
日

★
高
等
学
校
囎
部
科
目
履
習
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
の
一
部
科
目
の
単
位
を

必
要
と
す
る
か
た

　
●
願
書
受
付
　
普
通
科
コ
ー
ス
と

同
じ
（
高
校
在
学
者
を
除
く
）

★
高
等
学
校
教
養
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
学
力
を
つ
け

た
い
か
た

募
集

　
●
受
講
資
格
　
十
五
歳
以
上
の
人

　
●
申
込
受
付
　
三
月
一
日
～
四
月

三
十
日

★
社
会
通
信
講
座

　
書
道
・
簿
記
・
文
章
・
絵
画
．
囲

碁
・
英
語
・
国
語
・
数
学
な
ど
十
講

座
二
十
九
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
余

暇
を
利
用
し
て
、
実
生
活
に
役
立
つ

教
養
を
身
に
つ
け
た
い
か
た
に

　
●
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

　
●
申
込
受
付
　
二
月
一
日
～
四
月

三
十
日
ま
で

◎
詳
し
い
こ
と
は
、
N
H
K
学
園
広

報
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
立
市
富
士
見
台
二
－
三
十
六

行
〇
四
二
五
－
七
二
⊥
三
五
一
番
）

（5）

程日〈

　
普
通
、
　
か
か
ぜ
4
の
原
霞
の
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
ビ
ー
ル
ス
で
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ピ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

普
通
め
か
ぜ
と
違
っ
て
伝
染
力
が
強

く
、
　
〃
ね
ケ
，
免
「
凝
く
し
ゃ
み
か
　
階
せ

き
4
な
ど
の
症
状
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、

　
／

ま
し
ょ
う
。

※
　
普
段
か
ら
常
に
、
体
の
鍛
練
を

し
て
、
体
講
を
と
と
の
え
て
お
く
こ

と
o※
　
肌
着
は
常
に
清
潔
に
し
て
お
く

こ
と
。

　溜槍

’

薩
、
」
、

穏餐

＼獣

そ
れ
臨
続
い
て
、
手
足

の
痛
み
、
だ
る
さ
が
掬

わ
っ
て
来
ま
す
。
ま
た

余
病
と
し
て
は
、
肺
炎
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
腎
炎
な
ど

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
冬
期
間
か
ら
春
先
に
か
け
て
、

そ
の
予
防
に
は
、
十
分
注
意
し
凌
い

も
の
で
す
。

　
特
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
し

叢
　
過
労
、
飲
み
す
ぎ
、
睡
眠
不
足

を
さ
け
る
こ
と
も
大
切
。

崇
　
外
出
か
ら
婦
っ
た
ら
、
必
ず
、

手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ
な
い
．
こ
と
。

巌
　
か
ぜ
と
気
が
つ
い
た
ら
早
く
寝

て
、
体
を
暖
め
、
栄
養
を
多
く
と
り

　
　
　
　
　
臨
華
、
’

挺
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
。

廉
　
家
庭
療
法
は
三
日
が
限
度
で
ナ
。

早
め
に
医
舗
の
診
察
を
受
け
る
櫛
噺
と

．
が
大
切
で
す
。



略
℃
Q
o

（6
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コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ド
の
　
　
　
ロ

税
鍍
田
誉
猿
期
嬢
慧
慕
懸
泥

■
還
付
を
受
け
る

　
申
告
は
お
早
め
に
■

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
が
、

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
は
二
月
十
五
日
前
で
も
受
付
け
て

い
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
を
す

れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

　
支
払
っ
た
医
療
費
（
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得

の
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
五
万
円
の
ど
ち

ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の

金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

、
．
ロ

す
。
　
（
最
高
控
除
額
二
百
万
円
）

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

　
損
害
額
（
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得
の
十
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
．

③
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
と
き
。

　
工
事
完
了
ま
た
は
購
入
し
た
日
か

ら
六
ヵ
月
以
内
に
入
居
し
、
引
続
い

て
居
住
す
る
こ
と
。

　
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
（
五
十
坪
）
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
坪
）
当
た

り
千
円
、
居
住
し
た
年
か
ら
三
年
間

に
、
各
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
最
高

月
　
　
日

時
　
　
間

場
　
　
　
　
　
所

2
月
－
日
旧
”

　
～

3
月
1
6
日
㈲

9
・
0
0
～
4
・
00

（
土
曜
は
12
・
oo
）

市
　
　
役
　
　
所

n
口
く

曜
除
日
は

3
月
2
日
則

　
（
10
・
00
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

10
・
0
0
～
12
・
00

東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

3
月
3
日
㈹

9
・
30
～
4
・
00

中
　
条
　
　
公
　
民
　
館

9
・
30
～
4
・
00

下
　
条
　
　
公
　
民
　
館

3
月
4
日
困

9
・
30
～
3
・
0
0

麻
　
畑
　
公
　
民
　
館

9
・
30
～
3
・
0
0

六
箇
公
民
館
ニ
ツ
屋
分
館

3
月
5
目
困

9
・
30
～
4
・
00

川
　
治
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

大
　
　
池
　
作
　
業
　
　
所

3
月
6
日
囲

9
・
30
～
4
・
00

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

10
・
00
～
3
・
0
0

野
　
中
　
集
　
会
　
所

3
月
9
日
剛

　
（
9
・
30
～
3
・
00

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

10
・
0
0
～
3
・
0
0

鉢
　
　
公
　
　
民
　
　
館

￥

　
　
ノ
翔
溢

　
　
焔
・
・

三
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る

住
宅
を
、
民
間
の
金
融
機
関
な
ど
か

ら
返
済
期
問
十
年
以
上
の
・
ー
ン

に
よ
っ
て
取
得
し
た
と
き
は
、
年
間

の
返
済
金
額
に
応
じ
て
更
に
最
高
ご
、

万
円
が
三
年
間
に
わ
た
っ
て
控
除
さ

れ
ま
す
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
一
年

目
に
確
定
申
告
す
る
と
、
二
年
目
、

三
年
目
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
再

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
と
き
。

⑤
原
稿
料
や
配
当
な
ど
の
収
入
が
あ

り
、
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
と
き
。

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
．

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
’
、
、
き
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は
三
月
十
六
日

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
五
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
六
日
）

ま
で
に
市
税
務
課
ま
た
は
市
政
事
務

嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
方
法
の
相
談
は
　
上
表
の
と
お

り
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
書
き

方
等
不
明
の
点
は
も
よ
り
の
申
告
相

談
会
場
、
市
税
務
課
市
民
税
係
へ

（
8
七
ー
三
二
一
番
内
線
二
〇
七
〉

　　■
　申国
　告税
　納に
延税関
長期す
　限る
にが
■

　
こ
の
度
の
豪
雪
で
国
税
に
関
す
る

申
告
・
申
請
・
請
求
・
届
出
・
提
出
・

納
付
・
徴
収
に
関
す
る
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

★
昭
和
五
十
六
年
］
月
↓
日
か
ら
、

昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
七
日
ま
で

に
提
出
・
納
付
す
る
も
の
に
つ
い
て

期
限
が
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
二
月
十
日
期
限
の
源
泉

所
得
税
、
一
月
三
十
一
日
期
限
の
法

人
税
・
物
品
税
・
酒
税
な
ど
の
申
告

と
納
税
は
二
月
二
十
八
日
が
期
限
と

な
り
ま
す
。

★
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
税
務

署
（
豊
二
－
三
一
八
一
番
）
へ
。

■
市
・
県
民
税
の

　
申
告
も
お
早
め
に
■

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
て
あ
る
と

学
校
施
設
を
開
放

利
用
申
し
込
み
3
月
6
日
ま
で
に

改正に・・……
ア　の

轟馨幾鰐綿綱月鰯

　
社
会
体
育
の
普
及
・
振
興
の
た
め

つ
ぎ
の
と
お
り
市
内
各
小
・
中
学
校

の
施
設
を
、
学
校
教
育
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に

開
放
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
開
放
校
　
十
日
町
中
学
校
・
南
中

〈開放内容〉

学
校
・
中
条
中
学
校
・
十
日
町
小
学

校
・
西
小
学
校
・
東
小
学
校
・
中
条

小
学
校
・
吉
田
小
学
校
・
下
条
小
学

校
・
鐙
島
小
学
校
・
飛
渡
第
一
小
学

校
・
六
箇
小
学
校
・
八
箇
小
学
校
・

東
下
組
小
学
校
・
馬
場
小
学
校

●
利
用
者

織物業の最低工賃が

開
放
場
所

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
、
休
業
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来
通
り

各
学
校
の
判
断
で
自
主
的
に
開
放
し
ま
す
。

・y　ド［’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼身騰　　椰　　　　　　　　　　　　　騒r

藩灘鷺癒、 ・菰y　　へ壽総
金　瀬一

薫　舞隊・氏 鑛難畿霧長誌三

雛灘翻i灘曇 　纏』難隊

…鎌無繋

　　　、！

欝灘鷺ご
’3，800潤

羅繊纏鶉翼藁

　畿紬艦翻 9鵬 970円

　
原
則
と
し
て
市
内
在
住
ま
た
は
、

在
勤
す
る
人
が
十
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
で
、
か
つ
責
任
者
が
明
確
な

場
合
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
所
定

の
申
込
書
を
、
三
月
六
日
囲
ま
で
に

　
　
　
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課

　
　
　
　
　
（
8
七
ー
三
二
一
番

　
　
　
　
内
線
二
七
五
）
か
市
民

　
　
　
　
体
育
館
（
8
七
ー
五
二

　
　
　
　
〇
八
番
）
へ
提
出
し
て

　
　
　
　
　
く
泥
さ
い
．

2月22日（日）正午から（川治地区公民館にて）川治地区新春娯楽大会
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「20歳の記録」原稿を募集中！

　成人おめでとうございます。

　「20歳」は、あなたがずっと続けてきた自己形成の旅の再出

発点とは言えないでしょうか。この機会にあなたの20歳を考え
‘

てみてください。

　「20歳の記録」をつぎのように募集します。ぜひご応募くだ

さい。

●テーマ　何でもけっこうです。たとえばつぎのようなも

　　　　のはいかがでしょう。
　　　①わたしの青春　　　　⑧初めて選挙権を得て

　　　②わたしの仲間　　　⑨わたしの恋愛・結婚観
　　　③職場で考えること　　⑩わたしの訴えたいこと

　　　④わたしの学園生活　　⑪近況報告・「わたしもが

　　　⑤わたしの生いたち　　んばっています」
　　　⑥親から学んだこと　　⑫詩

　　　⑦郷土を考える
●書き方　文章の上手・下手にこだわらず、自分の体験、

　　　　考えをもとに、あなたの本当の声を書くように
　　　　　してください。原稿にはテーマ、氏名、住所、

　　　　職業を明記してください。

●字　数　2，000字以内（用紙自由〉1人2篇まで。

●締　切　3月31日
●その他　応募者全員に記念品を差し上げます。また、原

　　　　稿は記念文集「20歳の記録」におさめ、式当日

　　　　出席者におわたしします。

●宛　先　十日町市公民館「20歳の記録」係

十日町市公民館孟弩土田賠市鉾聾

第
七
回
市
民
芸
能
祭
（
春
の
部
）

　
　
　
参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

昭
和
5
6
年
度

成
人
式
の

　
ご
あ
ん
な
い

●
日
時

　
五
月
十
日
（
目
）

　
　
午
前
十
時
～
正
午

●
会
場

　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

公民館

とおガ詐3

～
多
く
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
参
加
を
！
～

　
市
民
芸
能
祭
を
五
十
六
年
度
も
春

と
秋
の
二
期
に
分
け
て
開
催
し
ま
す

が
、
そ
の
春
の
部
の
参
加
団
体
を
つ

ぎ
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
．

　
多
く
の
団
体
・
グ
ル
㌧
フ
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
　
音
楽
、
民
踊
（
謡
）
、
詩
吟

　
な
ど
市
民
食
館
ホ
ー
ル
で
発
表
で

　
き
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
・
グ
ル

　
ー
。
7
。

　
（
演
劇
は
十
一
月
十
五
日
を
予
定
）

発
表
の
日
　
六
月
二
十
五
日
（
木
）

水沢地区

　
水
沢
地
区
に
は
、
姿
、
野
中
、
馬

一
場
の
一
．
ぢ
の
分
館
が
あ
り
、
地
区
内

｝
の
す
み
ず
み
ま
で
の
パ
イ
プ
を
大
切

｝
に
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

一
　
－
姿
分
館
（
願
王
庵
併
設
）
i

卍
　
■
分
館
長
　
小
林
勝
平

一
　
■
主
　
事
　
金
沢
直
好

隔
　
姿
分
館
は
、
姿
、
安
養
寺
の
部
落

㌦
約
六
百
人
を
対
象
に
事
業
を
す
す
め

㌦
て
い
ま
す
。

一
　
信
濃
川
か
ら
西
側
に
位
置
し
て
い

副
ま
す
が
、
近
年
、
川
東
の
幸
町
へ
の

一
人
口
の
移
動
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

｝
　
現
在
、
姿
分
館
講
座
と
し
て
、
廃

　　　　　　　　　　　　　　．，ド1，・　　　　　　　　　　　　　1一｝1』　　　　　　　　　　　　　””1，一　　　　　　　　　　　　””1』　　　　　　　　　　　1』．、II閣　　　　　　　　　　　1，”』1■　　　　　　　　　　，IF　　　　　　　　　．1臼．rl■　　　　　　　　1，”1』　　　　　　　　ll臼　　　　　　　11臼h　　　　　　　ll一　　　　　閣”．一一1　　　　■”■聖1．　　　　””1，■　　　II”一、　　　””畠1ぴ　　1”’簡1　””1『．

物
利
用
の
編
物
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
が
、
ほ
か
に
文
化
講
演
会
、
各
種

講
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
庵
寺
に
併
設
の
た
め
、
分
館
活
動

に
制
約
は
受
け
ま
す
が
、
地
域
内
の

活
動
は
活
発
で
あ
り
、
各
種
団
体
、

サ
ー
ク
ル
が
盛
ん
に
分
館
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

1
野
中
分
館
（
野
中
小
併
設
）
1

ア

㌦べ＾肌

　
　
　
　
　
七
月
、
．
．
日
（
金
）

申
し
込
み
　
、
、
一
月
．
．
一
十
一
日
ま
で
に

　
公
民
館
本
館
又
は
地
区
館
に
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
参
加
は
春
の
部
、
秋
の
部
の
い
ず

　
れ
か
一
回
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
十
目
町
市
公
民
館
事

　
業
係
（
B
七
－
五
〇
．
一
番
）

　
■
分
館
長
　
伊
藤
　
功

　
■
主
　
事
　
白
倉
増
之

　
山
紫
水
明
の
地
に
、
住
民
の
願
望

が
か
な
い
よ
う
や
く
新
し
い
建
物
が

で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
域
が
広
く
、
六
つ
の

部
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
人
た
ち
が
一
堂
に
会
す
る
再
は

困
難
な
面
が
あ
り
ま
す
。

　
継
続
的
な
事
業
と
し
イ
＼
民
踊
教

室
を
開
設
し
て
い
ま
す
，
以
前
、
野

中
小
に
佐
渡
出
身
の
先
生
が
い
て
、

本
場
の
「
佐
渡
お
け
さ
」
な
ど
を
指

導
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
・
こ
の
地

域
の
婦
人
の
お
ど
り
に
は
み
ご
と
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
文
化
祭
、
運
動
会
な
ど
は
、
公
民

館
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

に
ぎ
や
か
な
も
の
で
す
。

1
馬
場
分
館
（
馬
場
小
併
設
）
i

■
分
館
長
　
柳
　
一
郎

■
主
　
事
　
田
村
喜
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
馬
場
分
館
は
馬
場
小
に
併
設
で
あ
勘

り
、
馬
場
小
学
校
区
の
地
域
が
対
象

で
す
。
国
道
二
七
号
線
沿
い
に
あ

り
、
立
地
条
件
と
し
て
は
、
比
較
的
．

良
好
で
す
。

　
分
館
事
業
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
凹

料
理
講
座
、
民
踊
教
室
、
文
化
講
演
酌

会
、
巡
回
映
写
会
な
ど
を
行
い
、
教
凹

養
を
深
め
、
情
操
を
養
い
、
地
区
民
醒

の
コ
・
・
、
ユ
ニ
テ
ー
の
育
成
と
融
和
を
、

図
っ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
、
婦
人
の
活
動
が
活
発
で
幽

す
。　
こ
の
分
館
（
馬
場
小
）
は
建
物
も
・

占
く
、
施
設
も
満
足
と
は
壬
．
・
え
ず
、

社
会
教
育
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
帰

校
舎
の
改
築
が
早
急
に
望
ま
れ
ま
す



略
℃
Q
o
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コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ド
の
　
　
　
ロ

税
鍍
田
誉
猿
期
嬢
慧
慕
懸
泥

■
還
付
を
受
け
る

　
申
告
は
お
早
め
に
■

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
が
、

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
は
二
月
十
五
日
前
で
も
受
付
け
て

い
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
を
す

れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

　
支
払
っ
た
医
療
費
（
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得

の
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
五
万
円
の
ど
ち

ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の

金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

、
．
ロ

す
。
　
（
最
高
控
除
額
二
百
万
円
）

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

　
損
害
額
（
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得
の
十
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
．

③
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
と
き
。

　
工
事
完
了
ま
た
は
購
入
し
た
日
か

ら
六
ヵ
月
以
内
に
入
居
し
、
引
続
い

て
居
住
す
る
こ
と
。

　
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
（
五
十
坪
）
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
坪
）
当
た

り
千
円
、
居
住
し
た
年
か
ら
三
年
間

に
、
各
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
最
高

月
　
　
日

時
　
　
間

場
　
　
　
　
　
所

2
月
－
日
旧
”

　
～

3
月
1
6
日
㈲

9
・
0
0
～
4
・
00

（
土
曜
は
12
・
oo
）

市
　
　
役
　
　
所

n
口
く

曜
除
日
は

3
月
2
日
則

　
（
10
・
00
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

10
・
0
0
～
12
・
00

東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

3
月
3
日
㈹

9
・
30
～
4
・
00

中
　
条
　
　
公
　
民
　
館

9
・
30
～
4
・
00

下
　
条
　
　
公
　
民
　
館

3
月
4
日
困

9
・
30
～
3
・
0
0

麻
　
畑
　
公
　
民
　
館

9
・
30
～
3
・
0
0

六
箇
公
民
館
ニ
ツ
屋
分
館

3
月
5
目
困

9
・
30
～
4
・
00

川
　
治
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

大
　
　
池
　
作
　
業
　
　
所

3
月
6
日
囲

9
・
30
～
4
・
00

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

10
・
00
～
3
・
0
0

野
　
中
　
集
　
会
　
所

3
月
9
日
剛

　
（
9
・
30
～
3
・
00

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

10
・
0
0
～
3
・
0
0

鉢
　
　
公
　
　
民
　
　
館

￥

　
　
ノ
翔
溢

　
　
焔
・
・

三
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る

住
宅
を
、
民
間
の
金
融
機
関
な
ど
か

ら
返
済
期
問
十
年
以
上
の
・
ー
ン

に
よ
っ
て
取
得
し
た
と
き
は
、
年
間

の
返
済
金
額
に
応
じ
て
更
に
最
高
ご
、

万
円
が
三
年
間
に
わ
た
っ
て
控
除
さ

れ
ま
す
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
一
年

目
に
確
定
申
告
す
る
と
、
二
年
目
、

三
年
目
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
再

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
と
き
。

⑤
原
稿
料
や
配
当
な
ど
の
収
入
が
あ

り
、
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
と
き
。

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
．

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
’
、
、
き
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は
三
月
十
六
日

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
五
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
六
日
）

ま
で
に
市
税
務
課
ま
た
は
市
政
事
務

嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
方
法
の
相
談
は
　
上
表
の
と
お

り
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
書
き

方
等
不
明
の
点
は
も
よ
り
の
申
告
相

談
会
場
、
市
税
務
課
市
民
税
係
へ

（
8
七
ー
三
二
一
番
内
線
二
〇
七
〉

　　■
　申国
　告税
　納に
延税関
長期す
　限る
にが
■

　
こ
の
度
の
豪
雪
で
国
税
に
関
す
る

申
告
・
申
請
・
請
求
・
届
出
・
提
出
・

納
付
・
徴
収
に
関
す
る
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

★
昭
和
五
十
六
年
］
月
↓
日
か
ら
、

昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
七
日
ま
で

に
提
出
・
納
付
す
る
も
の
に
つ
い
て

期
限
が
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
二
月
十
日
期
限
の
源
泉

所
得
税
、
一
月
三
十
一
日
期
限
の
法

人
税
・
物
品
税
・
酒
税
な
ど
の
申
告

と
納
税
は
二
月
二
十
八
日
が
期
限
と

な
り
ま
す
。

★
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
税
務

署
（
豊
二
－
三
一
八
一
番
）
へ
。

■
市
・
県
民
税
の

　
申
告
も
お
早
め
に
■

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
て
あ
る
と

学
校
施
設
を
開
放

利
用
申
し
込
み
3
月
6
日
ま
で
に

改正に・・……
ア　の

轟馨幾鰐綿綱月鰯

　
社
会
体
育
の
普
及
・
振
興
の
た
め

つ
ぎ
の
と
お
り
市
内
各
小
・
中
学
校

の
施
設
を
、
学
校
教
育
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に

開
放
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
開
放
校
　
十
日
町
中
学
校
・
南
中

〈開放内容〉

学
校
・
中
条
中
学
校
・
十
日
町
小
学

校
・
西
小
学
校
・
東
小
学
校
・
中
条

小
学
校
・
吉
田
小
学
校
・
下
条
小
学

校
・
鐙
島
小
学
校
・
飛
渡
第
一
小
学

校
・
六
箇
小
学
校
・
八
箇
小
学
校
・

東
下
組
小
学
校
・
馬
場
小
学
校

●
利
用
者

織物業の最低工賃が

開
放
場
所

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
、
休
業
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来
通
り

各
学
校
の
判
断
で
自
主
的
に
開
放
し
ま
す
。

・y　ド［’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼身騰　　椰　　　　　　　　　　　　　騒r

藩灘鷺癒、 ・菰y　　へ壽総
金　瀬一

薫　舞隊・氏 鑛難畿霧長誌三

雛灘翻i灘曇 　纏』難隊

…鎌無繋

　　　、！

欝灘鷺ご
’3，800潤

羅繊纏鶉翼藁

　畿紬艦翻 9鵬 970円

　
原
則
と
し
て
市
内
在
住
ま
た
は
、

在
勤
す
る
人
が
十
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
で
、
か
つ
責
任
者
が
明
確
な

場
合
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
所
定

の
申
込
書
を
、
三
月
六
日
囲
ま
で
に

　
　
　
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課

　
　
　
　
　
（
8
七
ー
三
二
一
番

　
　
　
　
内
線
二
七
五
）
か
市
民

　
　
　
　
体
育
館
（
8
七
ー
五
二

　
　
　
　
〇
八
番
）
へ
提
出
し
て

　
　
　
　
　
く
泥
さ
い
．

2月22日（日）正午から（川治地区公民館にて）川治地区新春娯楽大会
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「20歳の記録」原稿を募集中！

　成人おめでとうございます。

　「20歳」は、あなたがずっと続けてきた自己形成の旅の再出

発点とは言えないでしょうか。この機会にあなたの20歳を考え
‘

てみてください。

　「20歳の記録」をつぎのように募集します。ぜひご応募くだ

さい。

●テーマ　何でもけっこうです。たとえばつぎのようなも

　　　　のはいかがでしょう。
　　　①わたしの青春　　　　⑧初めて選挙権を得て

　　　②わたしの仲間　　　⑨わたしの恋愛・結婚観
　　　③職場で考えること　　⑩わたしの訴えたいこと

　　　④わたしの学園生活　　⑪近況報告・「わたしもが

　　　⑤わたしの生いたち　　んばっています」
　　　⑥親から学んだこと　　⑫詩

　　　⑦郷土を考える
●書き方　文章の上手・下手にこだわらず、自分の体験、

　　　　考えをもとに、あなたの本当の声を書くように
　　　　　してください。原稿にはテーマ、氏名、住所、

　　　　職業を明記してください。

●字　数　2，000字以内（用紙自由〉1人2篇まで。

●締　切　3月31日
●その他　応募者全員に記念品を差し上げます。また、原

　　　　稿は記念文集「20歳の記録」におさめ、式当日

　　　　出席者におわたしします。

●宛　先　十日町市公民館「20歳の記録」係

十日町市公民館孟弩土田賠市鉾聾

第
七
回
市
民
芸
能
祭
（
春
の
部
）

　
　
　
参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

昭
和
5
6
年
度

成
人
式
の

　
ご
あ
ん
な
い

●
日
時

　
五
月
十
日
（
目
）

　
　
午
前
十
時
～
正
午

●
会
場

　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

公民館

とおガ詐3

～
多
く
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
参
加
を
！
～

　
市
民
芸
能
祭
を
五
十
六
年
度
も
春

と
秋
の
二
期
に
分
け
て
開
催
し
ま
す

が
、
そ
の
春
の
部
の
参
加
団
体
を
つ

ぎ
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
．

　
多
く
の
団
体
・
グ
ル
㌧
フ
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
　
音
楽
、
民
踊
（
謡
）
、
詩
吟

　
な
ど
市
民
食
館
ホ
ー
ル
で
発
表
で

　
き
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
・
グ
ル

　
ー
。
7
。

　
（
演
劇
は
十
一
月
十
五
日
を
予
定
）

発
表
の
日
　
六
月
二
十
五
日
（
木
）

水沢地区

　
水
沢
地
区
に
は
、
姿
、
野
中
、
馬

一
場
の
一
．
ぢ
の
分
館
が
あ
り
、
地
区
内

｝
の
す
み
ず
み
ま
で
の
パ
イ
プ
を
大
切

｝
に
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

一
　
－
姿
分
館
（
願
王
庵
併
設
）
i

卍
　
■
分
館
長
　
小
林
勝
平

一
　
■
主
　
事
　
金
沢
直
好

隔
　
姿
分
館
は
、
姿
、
安
養
寺
の
部
落

㌦
約
六
百
人
を
対
象
に
事
業
を
す
す
め

㌦
て
い
ま
す
。

一
　
信
濃
川
か
ら
西
側
に
位
置
し
て
い

副
ま
す
が
、
近
年
、
川
東
の
幸
町
へ
の

一
人
口
の
移
動
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

｝
　
現
在
、
姿
分
館
講
座
と
し
て
、
廃

　　　　　　　　　　　　　　．，ド1，・　　　　　　　　　　　　　1一｝1』　　　　　　　　　　　　　””1，一　　　　　　　　　　　　””1』　　　　　　　　　　　1』．、II閣　　　　　　　　　　　1，”』1■　　　　　　　　　　，IF　　　　　　　　　．1臼．rl■　　　　　　　　1，”1』　　　　　　　　ll臼　　　　　　　11臼h　　　　　　　ll一　　　　　閣”．一一1　　　　■”■聖1．　　　　””1，■　　　II”一、　　　””畠1ぴ　　1”’簡1　””1『．

物
利
用
の
編
物
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
が
、
ほ
か
に
文
化
講
演
会
、
各
種

講
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
庵
寺
に
併
設
の
た
め
、
分
館
活
動

に
制
約
は
受
け
ま
す
が
、
地
域
内
の

活
動
は
活
発
で
あ
り
、
各
種
団
体
、

サ
ー
ク
ル
が
盛
ん
に
分
館
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

1
野
中
分
館
（
野
中
小
併
設
）
1

ア

㌦べ＾肌

　
　
　
　
　
七
月
、
．
．
日
（
金
）

申
し
込
み
　
、
、
一
月
．
．
一
十
一
日
ま
で
に

　
公
民
館
本
館
又
は
地
区
館
に
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
参
加
は
春
の
部
、
秋
の
部
の
い
ず

　
れ
か
一
回
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
十
目
町
市
公
民
館
事

　
業
係
（
B
七
－
五
〇
．
一
番
）

　
■
分
館
長
　
伊
藤
　
功

　
■
主
　
事
　
白
倉
増
之

　
山
紫
水
明
の
地
に
、
住
民
の
願
望

が
か
な
い
よ
う
や
く
新
し
い
建
物
が

で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
域
が
広
く
、
六
つ
の

部
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
人
た
ち
が
一
堂
に
会
す
る
再
は

困
難
な
面
が
あ
り
ま
す
。

　
継
続
的
な
事
業
と
し
イ
＼
民
踊
教

室
を
開
設
し
て
い
ま
す
，
以
前
、
野

中
小
に
佐
渡
出
身
の
先
生
が
い
て
、

本
場
の
「
佐
渡
お
け
さ
」
な
ど
を
指

導
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
・
こ
の
地

域
の
婦
人
の
お
ど
り
に
は
み
ご
と
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
文
化
祭
、
運
動
会
な
ど
は
、
公
民

館
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

に
ぎ
や
か
な
も
の
で
す
。

1
馬
場
分
館
（
馬
場
小
併
設
）
i

■
分
館
長
　
柳
　
一
郎

■
主
　
事
　
田
村
喜
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
馬
場
分
館
は
馬
場
小
に
併
設
で
あ
勘

り
、
馬
場
小
学
校
区
の
地
域
が
対
象

で
す
。
国
道
二
七
号
線
沿
い
に
あ

り
、
立
地
条
件
と
し
て
は
、
比
較
的
．

良
好
で
す
。

　
分
館
事
業
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
凹

料
理
講
座
、
民
踊
教
室
、
文
化
講
演
酌

会
、
巡
回
映
写
会
な
ど
を
行
い
、
教
凹

養
を
深
め
、
情
操
を
養
い
、
地
区
民
醒

の
コ
・
・
、
ユ
ニ
テ
ー
の
育
成
と
融
和
を
、

図
っ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
、
婦
人
の
活
動
が
活
発
で
幽

す
。　
こ
の
分
館
（
馬
場
小
）
は
建
物
も
・

占
く
、
施
設
も
満
足
と
は
壬
．
・
え
ず
、

社
会
教
育
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
帰

校
舎
の
改
築
が
早
急
に
望
ま
れ
ま
す



℃
℃
偽

（8）
とお．ガ辞3

塙

八
幡
田
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
三
月
十
日
ま
で

　
現
在
建
設
中
の
八
幡
田
市
営
住
宅

（
中
層
耐
火
構
造
三
階
建
一
棟
十
一
、

戸
、
同
四
階
建
一
棟
十
六
戸
、
計
二

十
八
戸
）
は
、
本
年
四
月
中
に
入
居

で
き
る
見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
建
設
課
で
は
、
こ
れ
に
伴
い
つ

ぎ
の
と
お
り
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
．

募
集
す
る
住
宅
及
び
戸
数

　
第
二
種
公
営
住
宅
　
十
八
戸

使
用
料
（
予
定
額
）

　
月
額
二
万
八
千
円
（
敷
金
一
ヵ
月

分
、
権
利
金
な
し
）

申
し
込
み
資
格

①
同
居
の
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
約

者
も
含
み
ま
す
が
、
入
居
の
時
点
で

同
時
入
居
が
で
き
る
こ
と
）

②
所
得
は
公
営
住
宅
入
居
資
格
収
入

基
準
表
（
別
表
）
の
と
お
り
で
す
．

③
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
ー
ヤ
る
．
、
レ
、

が
明
ら
か
ー
．
・
あ
る
こ
と
。

④
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
二
と
．

⑤
市
税
を
滞
納
し
〆
、
い
な
い
二
と
。

申
し
込
み
期
間

　
一
一
月
十
六
日
側
～
．
、
．
月
十
日
図
ま

で
。
申
し
込
み
先

　
市
建
設
部
建
設
課
（
E
七
ー
一
．
、

一
一
番
内
線
二
五
〇
）

そ
の
他

　
市
内
在
住
の
保
証
人
が
二
人
必
要

で
す
。

　
浴
室
の
浴
槽
及
び
風
呂
釜
は
入
居

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
、
、
な
お
、
風

呂
釜
は
市
の
指
示
す
る
型
の
も
の
を

取
り
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ1）貌沸と一…

　　　v十　　・

　　　公営住宅入居資格収入基準
入居基準（給与所得者の場合）　　　　　　　　　　　　　　　　年収

種別 収入基準
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ギ
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55．000円

　以卜
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F
l

騰譲鋤
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錦
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町町時▼　・稲　～南各
二・一　ま　三　千荷午　　一
丁　～で月　代町後▼部
目　三　　　七　田　二三 一　三　’

び）1一高　日　町本時月　稲
各目　山（ガ　・通半　h二荷
一　・第　　住　り　ま　日　町

部錦二午吉　二で困芸
　町　～前町高

k注）　1　の書は弓額である
　　2　本表は収ノ、を得でいる者が1べ」暢合て払ζ
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囎騨蔽！停　気5庫釜…覧でき5
獄鮨櫃　家庭料理メ
丁寵墜▼支専胃寒　　　～さば缶のぬた（酢み・
昭荷　で　i　’　　1幻　　り

和町　　月池田　　せ
　　　　　　　　　　■材料と分量（4人前）　曝作り方

ほ1さば水
荒くほ11

かレモン

　じん切り

伽わかめは

　1）、長葱

　り茄でて

　もによく

（3）酢みその

　くすって

課、
＼霧媒・

作雪＼じ距／影二’署も
劃瓢名蕨　・縮
　　　矯鱗

　　　　一冒　　　　融
　　　　　曳　篤

触、

　l　　　　p　

／l

縫
＼
～
多
　 1、

め　し

　慰

髪「“嘉・

鍮薄，・
蹴繊繍

o　　　“

／Z．

　プ繭　八
ヨ　　ノ￥

eノ・
5　ノ，・

3　：
かび・

罪

　　　！材料餌∠ノ量
さは麟1㌧扮の臨
酢圭たは　1
レモン汁i大さロ

ほうか　1親指の頭位

長　葱　レ大2本）309
オ，かめ　旨、ど㌧て609

　　　1
　　　1q・）か、掲
み　、医さじ4
砂　糖1入さヒ4
酢　　　1大さし4弱

ひ一戯融
やしヨ弧　　　＼＿ ノ…
ばはべ〉　〃

巴L蚤i＿
　　　　　　一　　　　　　　一　　　　一　　、　　　　　　　　一、 （4）酢みその112量を先にさぱに混ぜ、墜

年収

準基入収格資居入
創
宅
場
住
都
営
鵬
公
締

　
　
蝦

　
　
基

　
　
居

　
　
入

1　の書は弓額である
2本姦「よ収ノ＼を得でいる者赤1べの脇■うて右・1

第3種郵便物認可）昭和56年2月10日

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
太
田
健
一
（
南
鐙
坂
）
五
万
円

…
香
典
返
し
　
▼
金
子
鎮
子
（
諏
訪

町
）
十
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
小
川

信
彦
（
五
軒
新
田
）
十
万
円
…
香
典

返
し
　
▼
長
助
お
客
一
同
　
二
万
六

千
七
百
四
十
円
　
▼
㈱
東
京
電
力

九
千
七
百
四
十
八
円
　
▼
中
町
寅
治

（
貝
ノ
川
）
六
百
七
十
七
円
　
▼
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
　
ニ
万
一
千
六
百
四

十
六
円
　
▼
上
越
ヤ
ク
ル
ト
　
ニ
万

円
　
▼
高
金
織
物
㈱
親
睦
会
一
同

三
万
一
千
二
百
十
七
円
　
▼
匿
名

二
千
円

歳
末
助
合
い
募
金

　
▼
下
条
中
央
ケ
ラ
ブ
　
九
千
百
九

十
六
円
　
▼
美
佐
伝
社
員
一
同

万
八
千
五
百
五
十
九
円
　
▼
北
南
家

具
セ
ン
タ
ー
　
千
百
七
十
二
円
　
▼

十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
一
万

五
千
六
百
十
円

つ
く
し
園
へ

　
▼
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
一

万
円
　
▼
近
藤
　
敦
（
上
新
田
）
五

千
円
　
▼
大
島
祥
子
、
一
嘉
（
丸
山

町
）
三
千
円
　
▼
県
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

会
　
五
万
円

雛継、、鋤
～さば缶のぬた（酢みそ和え）～

■材料と分量（4人前）　曝作り方

ほ1　さば水．賛：f看は讐｛氏を、

荒くほ1コ、て、酢大さ

かレモン汁にしよ・〕かのゐ

じん切1、1を混ぜ’〔おく

（21才）カ・め1ま｛，どし．て　2cm　iこ匂3

1）、長葱は鍋に合わせて切

り茄でて2cm位にきり

もによく絞っておく。

（3）酢みその材料を合わせてよ

くすっておく

材料翼∠ノ　量
さは水煮缶12）ノの1缶

酢圭たは　1
し．モン汁i大さFコ

しょうか　1親指の頭位

長　　葱　 l　t大2本1）309

オ，かめ　旨、ど㌧て609
　　　　　1
　　　　　1q・）か7＾、，

み引大さじ4
砂糖1入さヒ4
酢　　1大さし4弱

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
、
、
月
二
卜
－
四
日
図
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
半
ま
で
　
田
麦
、
一
．
ソ

屋
、
船
坂
、
塩
，
又
、
池
沢
、
野
中
、

当
問
、
鍬
柄
沢
　
▼
、
．
、
月
』
．
日
肉

午
後
一
時
～
四
時
ま
で
　
丸
山
町
・

稲
荷
町
一
、
の
北
・
稲
荷
町
．
．
．
本
通
り
・

旭
町
・
稲
荷
町
一
・
昭
和
町
四
・
本

町
六
ハ
ニ
の
各
一
部
、
稲
荷
町
一
．

稲
荷
町
．
．
、
の
南
　
▼
、
、
月
五
日
困

午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
半
ま
で

稲
荷
町
四
・
稲
荷
町
』
一
本
通
り
・
高

田
町
三
の
西
・
千
代
田
町
・
住
吉
町

の
各
一
部
▼
．
一
月
七
日
出
午
前

九
時
～
十
一
時
ま
で
　
高
山
第
二
～

第
四
・
春
目
町
一
～
三
r
目
・
錦
町

一
r
目
・
錦
町
二
丁
目
の
各
一
部

’（4）酢みその112量を先にさぱに混ぜ、味かしみこんだら

全部をざっくり混ぜる。

〈コツ〉

①さばの分量は他グ）具の1／2以下に、多いと生臭くなる

②さばの臭味を消すため酢、しょうがを始め混ぜておく。

　（酒を振りかけておいても良い）

③酢みその調味料は、全体と同分量で酢だけ少し控え目

④酢みそ1／2量をさばに混ぜるのは、味をしみ込ませる

　ためと水一、ぽさを防ぐため　　　　（駅通り　酒井環♪
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■市勢／世帯数…12，054／推計人ロ…49，547人（男24，194人・女25，353人）※基本台帳人口50，101人（1月1月現在）
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　若宮町σ）根津伊勢三郎さん（70歳）は、緋を括一・

て56年の職人。

　多くの後輩を育て、耕捲組合設立に参画、産地グ）

振興に尽した影の功労者として市政功労で表彰され

ます。

　奥さんと同じ糸に結ばれて40年、緋び）温かさの伝

わってくる夫婦です。

、
＼


